
平わらび台（福井）の
絶景・雲海

　萩市旧福栄村地域には、平蕨（わらび）台、平原台、長沢
台、羽賀台と 4 つの台があり、農業が主産業の中山間地域です。
平わらび台は標高約 360 ｍ、最高が 400 ｍを超える準高冷地
に位置し、秋から冬の早朝には雲海が広がる日があり、絶景を
眺めることができます。
　地域の環境を生かした平わらび米（コシヒカリ）を中心に、
白菜、キャベツ、ニンジンを生産しています。春 4 月にはわ
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人
口
減
少
が
進
む
中
、
萩
市
の
定
住
支
援
策
は
？

　

萩
市
で
は
、
死
亡
数
が
出
生
数
を
上

回
る
「
自
然
減
」、
転
出
者
が
転
入
者

を
上
回
る
「
社
会
減
」
が
続
い
て
い
る

（
別
表
）。

　

毎
年
の
人
口
減
少
は
８
０
０
人
を
超

え
、
12
年
前
の
合
併
時
と
比
べ
る
と
人

口
は
８
４
３
０
人
が
減
っ
た
。
進
学
や

就
職
を
機
に
市
外
・
県
外
へ
離
れ
る
若

者
の
傾
向
に
変
化
は
見
ら
れ
ず
、
山
口

県
全
体
で
も
中
国
５
県
で
は
最
多
の
減

少
幅
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
今
年
８
月
末
の
人
口
は

４
万
８
９
３
７
人
、
65
歳
以
上
は

１
万
９
９
９
１
人
で
高
齢
化
率
は
40
％
、

旧
郡
部
の
６
地
域
は
50
％
前
後
と
高
齢

化
が
進
ん
で
い
る
。

■
萩
暮
ら
し
を
応
援
し
ま
す

　

移
住
希
望
者
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
「
萩
暮
ら
し
応
援
セ
ン
タ
ー
」

は
、
移
住
支
援
員
や
地
域
移
住
サ
ポ
ー

タ
ー
に
よ
る
相
談
体
制
を
は
じ
め
、「
空

き
家
情
報
バ
ン
ク
」
の
運
営
な
ど
移
住

希
望
者
の
相
談
に
き
め
細
か
く
対
応
し
、

平
成
18
年
の
定
住
相
談
窓
口
の
開
設
以

来
、
今
年
９
月
末
ま
で
に
、
１
９
２
世

帯
３
６
８
人
の
移
住
を
支
援
し
た
。　

■
住
ま
い
を
探
す

■
「
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
」

　

萩
市
内
に
あ
る
使
用
さ
れ
て
い
な
い

住
宅
を
、
所
有
者
の
了
解
を
得
て
、
空

き
家
情
報
バ
ン
ク
に
登
録
し
、
Ｕ
Ｊ
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者
の
住
ま
い
（
賃
貸
・
売

買
）
と
し
て
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

原
則
と
し
て
、
宅
建
業
者
の
仲
介
の
も

と
に
契
約
し
て
い
る
。

•
情
報
公
開
中
の
物
件
数　

１
０
７

件
（
萩
57
件
、
川
上
１
件
、
田
万
川
21

件
、
む
つ
み
７
件
、
須
佐
12
件
、
旭
６

件
、
福
栄
３
件
）

•
所
有
者
の
所
在
地　

山
口
県
外
43
％
、

山
口
県
内
32
％
、
萩
市
内
25
％

　

萩
市
内
の
空
き
家
数
は
４
０
０
０
戸

を
超
え
、
空
き
家
率
は
15
％
と
言
わ
れ

て
い
る
。
空
き
家
を
お
持
ち
の
萩
出
身

者
の
方
に
、
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
へ
の

登
録
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

■
「
萩
暮
ら
し
応
援
事
業
補
助
金
」

　

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
い

る
物
件
を
、
購
入
ま
た
は
賃
借
し
た
Ｕ

Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
世
帯
に
対
し
、
空
き
家
の

改
修
費
ま
た
は
家
賃
の
一
部
を
補
助
。

•
対
象
者　

世
帯
主
の
年
齢
が
49
歳
以

下
ま
た
は
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
有

す
る
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
世
帯

•
改
修
費
補
助
金　

改
修
費
用
の
２
分

の
１
〜
３
分
の
２
以
内
で
、
限
度
額
は

１
５
０
～
２
０
０
万
円

•
家
賃
補
助
金　

家
賃
の
２
分
の
１
以

内
で
、
限
度
額
は
月
額
１
～
２
万
円

（
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
１
人
に
つ
き
、

５
０
０
０
円
の
加
算
）

＊
今
年
度
の
募
集
は
終
了
。

■
「
空
き
家
家
財
道
具
等
処
分
費
補
助

金
」

　

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
い

る
物
件
を
対
象
に
、
空
き
家
に
残
存
す

る
家
財
道
具
な
ど
の
処
分
・
搬
出
に
要

す
る
経
費
を
補
助
。

•
補
助
金　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内
で
、
限
度
額
は
10
万
円
。

■
「
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
促
進
住
宅
」

　

Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
を
対
象
と
し

た
賃
貸
住
宅
を
提
供
。
入
居
者
募
集
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
。

•
入
居
期
間
は
原
則
３
年
間
。
１
Ｄ

Ｋ
～
３
Ｄ
Ｋ
、
家
賃
７
０
０
０
円
～

１
万
９
０
０
０
円
。

•
物
件
数
19
件
（
う
ち
入
居
中
16
件
）

■
「
お
試
し
暮
ら
し
住
宅
」

　

む
つ
み
地
域
に
、
田
舎
暮
ら
し
を
体

験
し
た
い
方
が
利
用
で
き
る
交
流
施
設

が
あ
り
、
１
日
１
０
０
０
円
で
利
用
で

き
る
。

•
所
在
地　

高
佐
下
79
番
地

•
２
Ｄ
Ｋ
～
３
Ｄ
Ｋ
、
月
額
１
万

５
０
０
０
円
～
１
万
７
０
０
０
円
（
15

日
ま
た
は
17
日
を
超
え
る
場
合
）

■
働
く

■
「
起
業
化
支
援
補
助
金
制
度
」

　

萩
市
内
で
の
起
業
を
目
的
と
し
て
、

事
業
所
の
賃
貸
、
設
備
備
品
の
購
入
等
、

事
業
所
開
設
に
係
る
設
備
投
資
を
行
う

事
業
に
対
し
補
助
。

•
補
助
率
は
２
分
の
１
以
内
、
補
助
限

度
額
は
50
万
円
。

■
育
て
る

■
保
育
料
２
子
目
以
降
同
時
入
所
無
料

化
、
乳
幼
児
・
子
ど
も
医
療
費
助
成
、
多

子
世
帯
子
育
て
支
援
金
給
付
、
育
児
に

必
要
な
備
品
や
新
生
児
の
お
む
つ
の
購

入
費
を
助
成
す
る
子
育
て
世
帯
応
援
事

業
な
ど
、
子
育
て
の
不
安
や
負
担
を
軽
減

し
て
い
る
。

萩暮らし応援ガイドブック

人口 世帯数
平成17年 57,990 23,093
平成27年 49,560 21,620

△8,430 △1,473

人口の推移（国勢調査）（各年 10 月 1 日現在）

出生数 死亡数 自然減
平成17年 385 803 △ 418
平成27年 256 900 △ 644

人口動態・人口移動（山口県人口移動統計調査）

転入者 転出者 社会減 計
平成17年 1,618 2,038 △ 420 △ 838
平成27年 1,313 1,626 △ 313 △ 957

■
24
時
間
保
育
、
一
時
預

か
り
、
休
日
保
育
、
子
ど

も
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
児
童

ク
ラ
ブ
給
食
サ
ー
ビ
ス
、

10
月
に
開
設
し
た
「
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
」
な
ど
、
子
育
て
世

帯
を
応
援
し
て
い
る
。

■
移
住
支
援

■
「
移
住
支
援
員
の
配
置
」

　

萩
市
へ
の
移
住
経
験
者
２
人
を
配
置

し
、
移
住
希
望
者
か
ら
の
相
談
対
応
や

空
き
家
案
内
な
ど
円
滑
な
移
住
と
定
着

を
支
援
。

■
「
地
域
移
住
サ
ポ
ー
タ
ー
の
配
置
」

　

移
住
者
と
地
域
と
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
市
内
６
地
域
に
各
２
人
計
12
人
を
配

置
し
、
地
域
へ
の
定
着
を
支
援
。

■
「
萩
暮
ら
し
応
援
サ
イ
ト
」

　

売
り
た
い
、
貸
し
た
い
空
き
家
の
情

報
を
公
開
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
れ
な
い
方
に
は
、
掲
載
物

件
の
資
料
を
送
付
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
の
支
援
制
度
に
つ
い
て
は
、

「
萩
暮
ら
し
応
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
ま

た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
萩
暮
ら
し
応
援

サ
イ
ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

萩
暮
ら
し
応
援
セ
ン
タ
ー

〒
７
５
８
︲
８
５
５
５　

萩
市
企
画
政

策
課
内

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
３
８
・
２
５
・
３
８
１
９

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
３
８
・
２
６
・
３
８
０
３

http://w
w

w
.city.hagi.lg.jp/site/

teijyu/
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寄
付
額
の
増
加
を
目
指
し
た
返
礼
品

合
戦
の
過
熱
な
ど
も
あ
り
、
総
務
省
は

４
月
、
寄
付
額
に
対
す
る
返
礼
割
合
を

３
割
以
下
（
送
料
な
ど
除
外
）
と
す
る

よ
う
通
知
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
全
国

の
自
治
体
で
返
礼
内
容
を
見
直
す
動
き

が
出
て
い
る
。

　

萩
市
で
は
、
１
万
円
以
上
の
「
ふ
る

さ
と
寄
付
（
ふ
る
さ
と
納
税
）」
を
し

て
い
た
だ
い
た
市
外
在
住
の
方
に
対
し
、

萩
の
特
産
品
を
送
付
し
て
い
る
が
、
12

月
１
日
受
付
分
か
ら
、
返
礼
品
送
付
に

係
る
運
用
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

　
■
変
更
内
容
（
返
礼
品
送
付
の

寄
付
額
と
回
数
）

［
変
更
前
］
１
万
円
以
上
の
寄
付
者
に

つ
き
、
返
礼
品
の
送
付
は
１
年
に
一
つ

の
み
。

［
変
更
後
］
１
万
５
千
円
以
上
の
寄
付

者
に
つ
き
、
１
年
に
何
口
で
も
申
込
み

可
能
。
そ
の
口
数
に
応
じ
て
何
度
で
も

返
礼
品
を
送
付
。

　

萩
市
の
返
礼
品
に
は
、
萩
な
ら
で
は

の
海
の
幸
・
山
の
幸
や
伝
統
あ
る
萩
焼

な
ど
、
魅
力
的
な
１
３
４
品
目
を
用
意

し
て
い
る
。
ま
た
、
返
礼
品
の
出
荷
が

地
元
の
地
場
産
業
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

寄
付
額
は
今
年
９
月
末
現
在
で
約

１
９
６
５
万
円
（
１
８
２
９
件
）
で

昨
年
同
期
を
下
回
っ
て
い
る
。
昨
年

度
の
寄
付
総
額
は
約
９
０
８
１
万
円

（
７
１
８
１
件
）。

　

Ｊ
Ｒ
新
山
口
駅
と
萩
間
を
約
60
分
で

結
ぶ
直
行
バ
ス
「
ス
ー
パ
ー
は
ぎ
号
」。

　

10
月
１
日
か
ら
、
防
長
交
通
が
運
行

す
る
特
急
は
ぎ
号
（
東
萩
駅
前
～
新
山

口
駅
新
幹
線
口
）
が
廃
止
さ
れ
、
新
た

に
防
長
交
通
と
中
国
Ｊ
Ｒ
バ
ス
が
共
同

運
行
す
る
ス
ー
パ
ー
は
ぎ
号
が
、
１
日

８
便
か
ら
16
便
に
増
便
さ
れ
、
さ
ら
に

萩
バ
ス
セ
ン
タ
ー
と
東
萩
駅
に
も
停
車

　

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
の
保
護
者
を

支
援
す
る
「
萩
市
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
Ｈは

ぐ

Ａ
Ｇ
Ｕ
」
を
、
10
月
２

日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
平
安
古
）
の
２

階
に
設
置
し
た
。

　

若
い
世
代
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
生

み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
妊
娠

か
ら
出
産
、
育
児
の
悩
み
や
質
問
に
対

応
す
る
相
談
窓
口
を
設
置
し
、助
産
師
・

保
健
師
が
面
接
や
電
話
、
メ
ー
ル
で
受

け
付
け
る
。
産
後
ケ
ア
と
し
て
、
医
療

機
関
等
で
の
産
後
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、

日
帰
り
の
デ
イ
ケ
ア
も
実
施
す
る
。

　

開
館
は
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
。
相
談
は
無
料
。

□
専
用
ダ
イ
ヤ
ル　

０
８
３
８
・
２
５
・

２
０
２
２ 子

育
て
支
援
策　
「
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
10
月
オ
ー
プ
ン

「
萩
市
の
ふ
る
さ
と
寄
付
」
12
月
１
日
受
付
分
か
ら

１
万
５
千
円
以
上
の
寄
付
に
何
度
で
も
返
礼
品

１
３
４
品
目
の
返
礼
品
を
掲
載

　

寄
付
の
申
し
込
み
は
、
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」
か
ら
が

便
利
。
そ
の
他
、電
話
、メ
ー
ル
、フ
ァ

ク
ス
で
も
受
け
付
け
て
い
る
。　

　

萩
市
の
更
な
る
発
展
の
た
め
、
温
か

い
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

萩
市
企
画
政
策
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
３
４
２
）

「
ス
ー
パ
ー
は
ぎ
号
」
８
便
か
ら
16
便
に
増
便

新
山
口
駅
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
便
利
に　

す
る
。

　

増
便
に
伴
い
運
行
時
刻
も
変
更
さ
れ

た
。
帰
省
の
際
に
は
、
ま
す
ま
す
便
利

に
な
っ
た
ス
ー
パ
ー
は
ぎ
号
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

□
時
刻
表
（
10
月
改
正
・
１
日
16
便
）

□
運
賃　

片
道
１
５
５
０
円
（
小
児

７
８
０
円
）

（
萩
市
内
の
み
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
） 子育て世代包括支援センター開所式（10 月 2 日）

新山口駅
新幹線口

萩・明倫
センター

萩バス
センター 東萩駅

9：35 10：35 10：38 10：43

10：50 11：50 11：53 11：58

12：15 13：15 13：18 13：23

13：15 14：15 14：18 14：23

14：15 15：15 15：18 15：23

16：15 17：15 17：18 17：23

17：15 18：15 18：18 18：23

18：25 19：25 19：28 19：33

時刻表　
新山口⇒萩

東萩駅 萩バス
センター

萩・明倫
センター

新山口駅
新幹線口

8：20 8：27 8：30 9：30

10：20 10：27 10：30 11：30

12：25 12：32 12：35 13：35

13：15 13：22 13：25 14：25

14：00 14：07 14：10 15：10

15：00 15：07 15：10 16：10

16：15 16：22 16：25 17：25

17：45 17：52 17：55 18：55

萩⇒新山口
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平
成
29
年
４
月
に
阿
武
町
木
与
付
近

が
新
規
事
業
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
優

先
整
備
区
間
に
選
定
さ
れ
て
い
る
「
益

田
市
小
浜
～
田
万
川
間
」、「
大
井
～
萩

間
」
の
２
区
間
は
、
計
画
段
階
評
価
が

進
ん
で
い
る
。

　

８
月
に
国
交
省
中
国
地
方
整
備
局
が
、

社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路
分
科
会
で

審
議
さ
れ
ル
ー
ト
案
が
公
表
さ
れ
る
な

ど
、
事
業
化
に
向
け
て
一
歩
前
進
し
た
。

　

早
期
の
全
線
整
備
を
目
指
す
た
め
、

決
起
大
会
が
10
月
27
日
に
萩
市
内
で
開

催
さ
れ
た
。

山
陰
自
動
車
道

（
益
田
～
萩
間
）

の
整
備
状
況
は

■
山
陰
自
動
車
道

　

鳥
取
県
鳥
取
市
を
起
点
と
し
、
山

口
県
下
関
市
を
終
点
と
す
る
延
長
約

３
８
０
㎞
の
高
速
道
路
。
道
路
開
通
率

は
、
鳥
取
県
内
65
％
、
島
根
県
内
55
％

に
比
べ
、
山
口
県
内
は
13
％
と
低
く

な
っ
て
い
る
。

■
益
田
～
萩
間
（
約
70
㎞
）

□
「
須
子
～
田
万
川
間
」（
約
12
㎞
）
は
、

「
益
田
市
小
浜
～
田
万
川
間
」（
約
５
㎞
）

と
、
隣
接
す
る
区
間
「
益
田
市
須
子
～

小
浜
間
」（
約
７
㎞
）
が
一
体
的
に
整

備
が
進
め
ら
れ
る
。

□
「
阿
武
町
木
与
付
近
」（
約
５
㎞
）

は
今
年
４
月
に
事
業
化
が
決
定
さ
れ
、

測
量
や
地
質
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

□
「
大
井
～
萩
間
」（
約
15
㎞
）
は
、

８
月
に
３
つ
の
ル
ー
ト
案
が
発
表
さ
れ

た
。
国
交
省
中
国
地
方
整
備
局
は
、
自

然
環
境
の
保
全
や
生
活
環
境
、
世
界
遺

産
群
・
景
観
へ
の
影
響
な
ど
に
配
慮
し

３
ル
ー
ト
案
を
選
定
し
た
。
今
後
、
観

光
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
集
落
や
主
要
施

設
へ
の
連
絡
性
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が

実
施
さ
れ
る
予
定
。

　

山
陰
道
・
益
田
～
萩
間
の
全
線
整
備

に
向
け
て
、
一
歩
ず
つ
前
進
し
て
い
る
。

　

藤
道
萩
市
長
は
、
次
の
コ
メ
ン
ト
を

発
表
し
た
。「
山
陰
道
は
、
災
害
時
な

ど
緊
急
時
に
も
確
実
に
機
能
す
る
代
替

性
を
確
保
し
、
沿
線
住
民
の
安
全
・
安

心
な
生
活
と
産
業
・
観
光
の
振
興
を
支

え
る
道
路
と
し
て
地
域
の
発
展
に
必
要

不
可
欠
な
社
会
基
盤
で
す
。

　

今
後
も
山
陰
道
（
益
田
～
萩
間
）
の

早
期
全
線
開
通
を
目
指
し
、
ま
ず
は
、

「
益
田
市
須
子
～
小
浜
間
」、「
小
浜
～

田
万
川
間
」「
大
井
～
萩
間
」、
の
早
期

事
業
化
に
、
関
係
者
と
力
を
合
わ
せ
全

力
で
取
り
組
み
た
い
。」

小
郡
萩
道
路

（
絵
堂
～
萩
間
）

の
整
備
状
況
は

　

萩
市
と
山
口
市
小
郡
を
結
ぶ
地
域
高

規
格
道
路
「
小
郡
萩
道
路
」
は
、
平
成

23
年
５
月
に
中
国
道
と
連
結
す
る
美
祢

東
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
～
絵
堂
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
約
13
㎞
が
開
通
。
高

速
道
、
山
陽
方
面
へ
の
所
要
時
間
が
短

縮
さ
れ
、
ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
良
く

な
っ
た
。

　

全
線
開
通
す
れ
ば
、
萩
市
内
か
ら
山

口
宇
部
空
港
ま
で
は
71
分
と
16
分
短
縮
、

Ｊ
Ｒ
新
山
口
駅
ま
で
は
55
分
と
９
分
短

縮
さ
れ
る
。

　

未
整
備
区
間
の
絵
堂
イ
ン
タ
ー
～
萩

間
は
平
成
26
年
度
の
国
の
補
助
事
業
に

採
択
さ
れ
、
山
口
県
は
美
祢
市
美
東
町

絵
堂
か
ら
萩
間
の
測
量
と
設
計
を
進
め

て
い
る
。

　

事
業
着
手
か
ら
10
年
後
、
平
成
35
年

度
中
に
全
線
開
通
の
予
定
。

■
小
郡
萩
道
路

　

山
口
市
小
郡
と
萩
市
を
結
ぶ
約
30
㎞

の
地
域
高
規
格
道
路
。
平
成
９
年
に
事

業
着
手
、
23
年
に
小
郡
か
ら
絵
堂
ま
で

約
13
㎞
が
開
通
。

■
絵
堂
～
萩
間
（
約
15
㎞
）

　

美
祢
市
美
東
町
絵
堂
～
萩
市
椿
間
は
、

「
一
般
国
道
４
９
０
号
絵
堂
萩
道
路
」

と
し
て
、
国
の
平
成
26
年
度
新
規
事
業

化
が
決
定
し
た
。

　

絵
堂
イ
ン
タ
ー
と
「
山
陰
道
萩
三
隅

道
路
」
萩
イ
ン
タ
ー
付
近
を
結
び
、
途

中
に
明
木
イ
ン
タ
ー
が
設
け
ら
れ
る
。

□
絵
堂
イ
ン
タ
ー
～
明
木
イ
ン
タ
ー
間

（
約
９
㎞
）
は
バ
イ
バ
ス
区
間
と
し
て

新
規
に
整
備
さ
れ
る
。

□
明
木
イ
ン
タ
ー
～
萩
イ
ン
タ
ー
間

（
約
６
㎞
）
は
、
当
面
、
旧
萩
有
料
道

路
と
国
道
２
６
２
号
の
現
道
を
活
用
す

る
。

山陰道（益田〜萩間）の整備状況

◁
小
郡
萩
道
路
の
整
備
状
況
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萩
市
と
姉
妹
都
市
の
韓
国
・
蔚
山
広
域
市

来
年
が
締
結
50
周
年

　

萩
市
と
韓
国
・
蔚ウ
ル
サ
ン山

広
域
市
は
、

１
９
６
８
（
昭
和
43
）
年
に
日
韓
で
最

初
の
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
だ
。
蔚
山

広
域
市
は
韓
国
財
閥
の
現

ヒ
ュ
ン
ダ
イ

代
グ
ル
ー
プ

の
企
業
城
下
町
で
、
韓
国
第
一
の
工
業

都
市
で
あ
る
。

　

姉
妹
都
市
締
結
時
の
人
口
は
萩
市
が

５
万
３
千
人
、
蔚
山
市
は
９
万
６
千

人
。
そ
の
後
、
萩
市
は
２
０
０
５
（
平

成
17
）
年
に
市
町
村
合
併
で
現
在
の
面

積
６
９
９
㎢
、
人
口
４
万
１
千
人
、
蔚

山
市
は
１
９
９
７
年
に
広
域
市
に
昇
格

し
、
現
在
の
面
積
１
０
５
７
㎢
、
人
口

約
１
１
６
万
人
と
な
っ
た
。

蔚
山
広
域
市
昇
格
20
周
年
記
念
式
典

　

９
月
28
日
に
蔚
山
広
域
市
に
お
い
て

広
域
市
昇
格
20
周
年
記
念
式
典
が
開
催

さ
れ
、
萩
市
か
ら
藤
道
健
二
市
長
が
出

席
し
た
。
蔚
山
広
域
市
の
世
界
14
カ
国

19
都
市
の
姉
妹
・
友
好
都
市
が
招
待
さ

れ
、
同
市
と
の
姉
妹
都
市
関
係
が
49
年

と
最
も
長
く
、
両
国
間
で
初
と
な
る
姉

妹
都
市
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
萩
市
は

最
上
級
の
お
も
て
な
し
を
受
け
た
。

　

蔚
山
広
域
市
長
か
ら
は
「
姉
妹
都
市

締
結
50
周
年
と
な
る
来
年
、
萩
市
民
団

を
招
待
し
、
盛
大
に
周
年
行
事
を
実
施

し
た
い
」
と
の
申
し
出
が
あ
っ
た
。

　

藤
道
市
長
は
「
韓
国
は
最
も
重
要
な

隣
国
で
あ
り
、
安
全
保
障
面
で
も
両
国

の
緊
密
な
連
携
は
不
可
欠
。
こ
の
た
め

民
間
交
流
は
閉
ざ
し
て
は
な
ら
ず
、
萩

市
と
し
て
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、

一
層
の
人
的
交
流
や
経
済
交
流
に
発
展

さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

蔚山広域市の金起炫（キムギヒョン）市長蔚山広域市の金起炫（キムギヒョン）市長
（左）と萩市の藤道健二市長（左）と萩市の藤道健二市長

姉妹・友好都市の歓迎レセプション姉妹・友好都市の歓迎レセプション

道
の
駅
・
萩
し
ー
ま
ー
と
通
信

旬
の
お
魚
「
戻
り
ガ
ツ
オ
」

　

カ
ツ
オ
と
い
え
ば
高
知
県
や
静
岡
県

の
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
…
萩
で
も
獲
れ
た

て
の
カ
ツ
オ
を
楽
し
め
ま
す
。し
か
も
、

秋
の
戻
り
ガ
ツ
オ
は
春
の
初
鰹
と
は
ま

た
違
う
お
い
し
さ
で
す
。

　

太
平
洋
側
で
２
月
頃
か
ら
黒
潮
に

の
っ
て
北
上
し
、
水
温
が
下
が
る
10
月

頃
か
ら
次
第
に
南
下
す
る
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
カ
ツ
オ
。
実
は
日
本
海
に
も
同
じ

よ
う
に
対
馬
暖
流
系
群
と
し
て
北
上

し
、
ま
た
西
へ
下
る
よ
う
に
回
遊
す
る

カ
ツ
オ
の
群
れ
が
あ
り
ま
す
。
萩
沖
に

も
群
れ
を
な
し
て
現
れ
、
一
本
釣
り
漁

や
定
置
網
に
交
じ
っ
て
水
揚
げ
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

春
に
獲
れ
る
初
鰹
は
あ
っ
さ
り
し
た

味
わ
い
で
香
り
豊
か
。
一
方
、
秋
の
カ

ツ
オ
は
北
の
海
で
エ
サ
を
た
っ
ぷ
り
食

べ
て
育
ち
、
丸
々
と
し
て
ト
ロ
の
よ
う

に
脂
乗
り
た
っ
ぷ
り
で
す
。

萩
で
水
揚
げ
さ
れ
る
カ
ツ
オ

　

さ
て
、
カ
ツ
オ
に
も
種
類
が
あ
る
の

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
萩
で
水
揚
げ

さ
れ
る
カ
ツ
オ
は
５
種
類
。

　
「
ス
マ
、
本
ガ
ツ
オ
、
ハ
ガ
ツ
オ
、

ヒ
ラ
ソ
ウ
ダ
、
マ
ル
ソ
ウ
ダ
」

　

旬
の
時
期
も
、
ハ
ガ
ツ
オ
が
10
月
、

ス
マ
と
本
ガ
ツ
オ
は
11
月
か
ら
12
月
に

か
け
て
脂
が
乗
っ
て
き
ま
す
。
最
も
評

価
が
高
い
の
は
ス
マ
。
萩
で
は
ヤ
イ
ト

ガ
ツ
オ
と
も
呼
び
ま
す
。
本
ガ
ツ
オ
に

劣
ら
な
い
ほ
ど
脂
乗
り
が
よ
く
、
知
る

人
ぞ
知
る
う
ま
い
魚
。
萩
で
は
天
然
の

ス
マ
が
手
に
入
り
ま
す
が
、
県
外
で
は

ト
ロ
の
代
用
と
し
て
養
殖
を
し
て
い
る

地
域
も
あ
り
ま
す
。

　

萩
で
は
ハ
ガ
ツ
オ
も
人
気
で
す
。
ス

ジ
ガ
ツ
オ
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
本
来
身

が
柔
ら
か
い
カ
ツ
オ
で
す
が
、
ハ
ガ
ツ

オ
は
タ
タ
キ
に
す
る
と
締
り
が
あ
り
食

感
も
加
え
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
毎
日
新
鮮
な
魚
を
食
べ
る
萩
の
人

は
タ
イ
や
ヒ
ラ
ソ
な
ど
コ
リ
コ
リ
し
た

食
感
の
魚
を
好
む
の
で
ハ
ガ
ツ
オ
の
人

気
も
わ
か
る
気
が
し
ま
す
。

焼
き
霜
造
り
が
お
勧
め
で
す

　

新
鮮
な
カ
ツ
オ
は
ぜ
ひ
お
刺
身
で
。

特
に
焼
き
霜
造
り
が
お
勧
め
で
す
。
皮

を
つ
け
た
ま
ま
炙
る
と
余
分
な
脂
肪
や

生
臭
さ
が
と
れ
、
か
た
い
皮
も
お
い
し

く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
カ
ツ
オ

も
皮
と
身
の
間
に
旨
み
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
旬
を
迎
え
た
カ
ツ
オ
は
脂
が

と
て
も
多
い
た
め
、
ニ
ン
ニ
ク
や
シ
ョ

ウ
ガ
よ
り
も
、
大
根
お
ろ
し
に
ゆ
ず
吉

や
か
ぼ
す
な
ど
地
元
の
柑
橘
を
搾
っ
て

醤
油
を
少
し
か
け
る
と
食
べ
や
す
く
な

り
ま
す
。

スマ 本カツオ

カツオ刺身 ハガツオ

■お魚の日（第２日曜）イベント

11月12日
（日）

萩産ヒラマサ刺身無料試食（200名分）9:30〜
秋しらす雑炊ミニ無料試食（100名分）11:30〜

12月10日
（日）

萩産ヨコワ握り無料試食（200名分）9:30〜
バイ貝炊き込みご飯ミニ無料試食（100名分）11:30〜
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２
０
１
７
年
８
月
17
日
か
ら
29
日
ま

で
萩
市
民
館
で
開
催
さ
れ
た
個
展
が
お

陰
様
で
盛
会
の
う
ち
に
終
了
と
な
っ
た
。

　

生
家
は
市
内
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
て
、

近
く
に
は
親
戚
も
知
人
も
少
な
か
っ
た

の
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
度
観
て
下
さ
っ

た
方
が
友
人
や
家
族
を
連
れ
て
再
び
来

て
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
り
、
日
を
追
う

ご
と
に
入
場
者
は
増
え
１
５
０
０
人
を

超
え
た
。
昔
の
お
弟
子
さ
ん
や
長
年
の

フ
ァ
ン
の
方
な
ど
北
九
州
市
や
名
古
屋
、

横
浜
な
ど
か
ら
も
駆
け
つ
け
て
く
れ
た
。

最
終
日
の
会
場
は
地
元
小
川
地
区
の

方
々
で
溢
れ
た
が
、
地
域
の
防
災
無
線

で
知
ら
さ
れ
て
や
っ
て
来
ら
れ
た
の
だ

と
い
う
。

　

も
っ
と
も
、
心
配
し
て
い
た
の
は
、

高
い
天
井
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
っ
ぱ

な
し
の
壁
面
に
う
ま
く
展
示
で
き
る
か

だ
っ
た
が
、
東
京
で
長
年
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
表
具
店
湯
山
氏
の
お
か
げ

で
、
70
点
の
新
作
を
こ
ち
ら
が
思
い
描

い
た
以
上
に
、
会
場
い
っ
ぱ
い
不
思
議

な
ほ
ど
ピ
タ
リ
と
収
ま
っ
た
。

　

２
点
以
外
は
す
べ
て
個
展
開
催
が
決

定
し
て
か
ら
の
２
年
間
に
現
場
で
ス

ケ
ッ
チ
し
、
東
京
に
戻
っ
て
仕
上
げ
た

新
作
ば
か
り
だ
っ
た
。
窯
場
や
町
の
風

景
、
漁
村
、
世
界
遺
産
、
田
園
風
景
、

書
作
品
、
そ
し
て
会
場
の
ア
ク
セ
ン
ト

に
萩
で
出
会
っ
た
旅
人
や
若
者
な
ど
線

描
き
主
体
の
大
作
３
点
、
こ
れ
ら
が
広

い
会
場
に
う
ま
く
溶
け
込
ん
で
く
れ
た
。

役
所
の
人
か
ら
も
こ
の
ま
ま
こ
こ
に
展

示
し
て
お
き
た
い
く
ら
い
だ
と
の
声
が

あ
っ
た
。

　

な
に
よ
り
感
謝
し
て
い
る
の
は
、
高

校
時
代
は
ほ
と
ん
ど
話
を
し
た
こ
と
も

な
か
っ
た
同
級
の
女
性
た
ち
が
毎
日
４

人
体
制
で
手
弁
当
で
受
付
な
ど
を
手

伝
っ
て
く
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。
妻
は
な

ん
だ
か
親
戚
が
で
き
た
み
た
い
に
安
心

し
て
甘
え
て
し
ま
っ
て
い
た
と
い
う
。

手
伝
っ
て
く
れ
た
方
た
ち
か
ら
は
楽
し

か
っ
た
と
言
わ
れ
て
ほ
っ
と
し
た
。

　

見
に
来
て
下
さ
っ
た
方
が
た
と
も
新

た
に
心
通
じ
る
出
会
い
が
生
ま
れ
た
。

こ
う
い
う
水
墨
画
を
は
じ
め
て
み
た
と

言
う
方
、
画
や
書
や
文
化
を
愛
す
る
人

た
ち
、
昔
遊
ん
だ
場
所
だ
と
い
い
な
が

ら
懐
か
し
そ
う
に
な
が
め
る
人
。

　

し
あ
わ
せ
だ
ぁ
・
・
母
ち
ゃ
ん
連
れ

て
来
れ
ば
よ
か
っ
た
な
ぁ
と
座
り
込
ん

で
見
て
い
る
人
。
市
民
館
の
掃
除
を
し

て
い
る
お
ば
さ
ん
が
休
憩
時
間
に
丁
寧

に
見
て
く
れ
て
、
再
び
休
み
の
日
に
認

知
症
だ
と
い
う
夫
の
手
を
引
い
て
来
て

く
だ
さ
っ
た
の
に
は
感
激
だ
っ
た
。
会

期
中
に
行
な
っ
た
席
画
や
妻
の
ハ
ー
ブ

講
座
に
も
た
く
さ
ん
の
方
が
来
て
く
だ

さ
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
。

　

萩
市
に
寄
贈
し
た
33
点
の
う
ち
、
明

倫
学
舎
に
16
点
、そ
の
他
小
、中
、高
校
、

公
民
館
、
市
役
所
、
市
民
館
な
ど
の
公

的
施
設
や
文
化
財
施
設
に
常
設
展
示
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
２
年
間
ふ
る
さ

と
個
展
に
注
い
で
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

燃
え
尽
き
て
や
や
脱
力
状
態
で
あ
っ
た

が
、
い
つ
の
日
か
己
の
画
と
対
面
し
た

時
に
直
視
に
耐
え
う
る
事
を
念
じ
つ
つ
、

命
あ
る
限
り
精
進
し
た
い
と
思
う
。

　

ふ
る
さ
と
で
の
個
展
開
催
を
記
念
し

て
出
版
し
た
さ
さ
や
か
な
新
刊
「
墨
と

ハ
ー
ブ
の
あ
る
ふ
つ
う
の
暮
ら
し
」
も

萩
博
物
館
や
明
倫
学
舎
で
の
販
売
も
決

ま
り
、
読
ん
だ
方
か
ら
す
ぐ
に
う
れ
し

い
感
想
を
い
た
だ
い
た
。
ふ
と
し
た
時

間
に
小
さ
な
物
語
の
よ
う
に
見
た
り
読

ん
だ
り
し
て
も
ら
え
た
ら
あ
り
が
た
い

限
り
で
あ
る
。

　

お
世
話
に
な
っ
た
前
市
長
野
村
氏
は

じ
め
ふ
る
さ
と
の
方
が
た
、
遠
方
か
ら

駆
け
つ
け
て
下
さ
っ
た
方
が
た
、
お
祝

い
や
励
ま
し
を
い
た
だ
い
た
た
く
さ
ん

水
墨
画
家

（
旧
田
万
川
町
小
川
出
身
、
萩
高
校

昭
和
38
年
卒
、
72
歳
）

森も
り
か
わ川  

翠す
い
す
い水

さ
ん

萩
の
原
風
景
な
ど
70
点
の
新
作

来
場
者
と
の
心
通
じ
る
出
会
い

夫
婦
で
記
念
出
版

森川翠水・京子夫妻

ふ
る
さ
と
萩
個
展
を
終
え
て

の
方
が
た
、
こ
ま
か
な
気
配
り
を
し
て

く
だ
さ
っ
た
萩
市
役
所
の
方
が
た
に
深

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
こ
に
感
謝
と
と
も
に
報
告
い
た
し

ま
す
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
、
田
万
川
町

上
小
川
生
ま
れ
。
萩
高
校
昭
和
38
年
卒

業
（
15
期
）。
本
名
、
森
川
安
明
。

書
家
・
水
墨
画
家
の
内
山
雨
海
に
師
事
。

翠
水
舎
主
催
、
銀
座
鳩
居
堂
を
中
心
に

個
展
19
回
。
モ
ナ
コ
・
日
本
芸
術
祭
カ

ミ
ー
ユ
賞
、
パ
リ
・
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
美

術
館
館
長
賞
な
ど
を
受
賞
。
２
０
１
２

年
、
南
仏
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
に
て
個
展
開

催
。
パ
リ
・
ベ
ル
シ
ー
博
物
館
に
タ
イ

ル
画
「
セ
ニ
ョ
ン
」
を
永
久
保
存
。
河

口
湖
美
術
館
に
「
富
士
」
を
収
蔵
。　

著
書
は
「
森
川
翠
水　

墨
画
を
創
る
」、

「
水
墨
画
上
達
の
極
意
」、「
余
白
の
力
」、

新
刊
「
墨
と
ハ
ー
ブ
の
あ
る
ふ
つ
う
の

暮
ら
し
」
共
著
。　

夫
婦
の
共
著
「
墨
と
ハ
ー
ブ
の
あ
る
ふ

つ
う
の
暮
ら
し
」
日
貿
出
版
社　

定
価
２
０
０
０
円
（
税
別
）
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反射炉

浜崎漁港

藍場川の洗い場 明倫館
漁師町

上小川

森川翠水作品集

　

こ
こ
数
年
、
女
性
を
中
心
に
人
気

沸
騰
中
の
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
。
今

や
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
や
各
種
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
マ
ス
ト
ア
イ
テ
ム
と
し
て

不
動
の
地
位
を
築
い
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
萩
市
の
魅
力
的
な
素
材

を
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
に
取
り
入
れ

る
こ
と
で
、
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々

に
萩
の
魅
力
を
手
軽
に
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
有
限
会
社
松
陰
堂
印
刷
所

が
３
年
前
に
商
品
開
発
、
現
在
で
は

萩
市
内
の
土
産
品
店
等
を
中
心
に
商

品
が
取
り
扱
わ
れ
、
人
気
を
集
め
て

い
ま
す
。

　

こ
の
商
品
の
魅
力
を
都
心
部
で
も

広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
萩
の

風
で
も
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

　

自
分
で
使
う
も
良
し
、
旅
の
お
土

産
と
し
て
も
良
し
、
萩
の
イ
メ
ー
ジ

ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん「
萩
の
風
」（
東
京
・
浅
草
）取
扱
商
品

萩
の
歴
史
や
文
化
を
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ッ
ズ
に

が
一
目
で
伝
わ
る
お
手
軽
グ
ッ
ズ
と

し
て
、
幅
広
い
層
に
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
萩
の
偉
人
を
題
材
に
し
た

カ
ル
タ
や
ト
ラ
ン
プ
も
、
懐
か
し
さ

と
相
ま
っ
て
根
強
い
人
気
商
品
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
３
種
類
の「
萩
」マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー

プ「
明
治
維
新
の
偉
人
」

　

吉
田
松
陰
や
高
杉
晋
作
を
は
じ
め

と
す
る
萩
の
偉
人
達
は
、
明
治
維
新

の
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

「
鬼
よ
う
ず
」

　

萩
・
見
島
の
大
凧
「
鬼
よ
う
ず
」
は
、

長
男
が
生
ま
れ
た
正
月
に
、
子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
を
祈
っ
て
揚
げ
ら

れ
る
伝
統
工
芸
で
す
。

「
世
界
遺
産
」

シ
リ
ー
ズ
萩
の
逸
品
④

マスキングテープ
（１個600円、３個組1,600円）

明治維新の偉人かるた（1,400 円）・
トランプ（1,300 円）いずれも税別

　

萩
の
５
資
産
（
萩
反
射
炉
、
恵
美

須
ヶ
鼻
造
船
所
跡
、
大
板
山
た
た
ら

製
鉄
遺
跡
、
萩
城
下
町
、
松
下
村
塾
）

を
含
む
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺

産
」
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。

■
有
限
会
社 

松
陰
堂
印
刷
所

萩
市
大
字
熊
谷
町
63

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
３
８
・
２
２
・
１
０
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
３
８
・
２
２
・
１
０
５
８

午
前
８
時
～
午
後
５
時
（
定
休
日　

日
曜
・
祝
日
）

■
ま
る
ご
と
に
っ
ぽ
ん
「
萩
の
風
」

東
京
都
台
東
区
浅
草
２
‐
６
‐
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
・
５
８
２
８
・
５
０
５
５

阿武郡全体の患者を一人で診ておられた
歯医者さんが私の部落に居られた

不思議な発想だが、それは生活
そのものであったのであろう

萩藩の人材育成の中枢を担い、
多くの先覚が志を立てた

玉江の人々にとっても大切な建物だと
思うけれど、風景の中心になっている

朝にはたくさんのしらすが
いっぱい水揚げされる

こ
れ
ま
で
電
車
の
中
か
ら
し
か
眺
め
て
い
な

か
っ
た
が
、
世
界
遺
産
に
な
っ
て
は
じ
め
て

近
く
に
行
き
ス
ケ
ッ
チ
し
た
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萩
市
椿
沖
原
に
萩
工
場
を
構
え
る
株

式
会
社 

山
城
精
機
製
作
所
。
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
竪
型
射
出
成
形
機
の
製
作
で
一

時
代
を
築
き
、
現
在
で
は
、
大
手
自
動

車
メ
ー
カ
ー
や
大
手
電
気
・
電
子
機
器

メ
ー
カ
ー
な
ど
を
顧
客
に
、
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
射
出
成
形
機
を

提
供
し
、
日
本
が
誇
る
最
先
端
技
術
の

一
翼
を
担
う
企
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
山
城
精
機
製
作
所
の
代
表
取
締

役
社
長
・
兵
部
匡
俊
さ
ん
に
お
話
を
聞

き
ま
し
た
。

　

山
城
精
機
製
作
所
は
今
か
ら
61
年
前
、

１
９
５
６
年
に
創
立
し
た
業
界
で
は
歴

史
の
古
い
会
社
で
す
。
創
立
者
は
山
口

県
阿
武
町
出
身
の
堀
勇
夫
氏
。
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
成
形
機
が
世
界
で
初
め
て
発
明

さ
れ
た
の
は
１
９
２
１
年
。
工
業
分
野

で
大
量
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
１
９
５
０
年
代
か
ら
で
す
の
で
、

初
代
に
先
見
の
明
が
あ
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

　

１
９
６
５
年
に
国
内
初
の
ス
ク
リ
ュ

式
竪
型
射
出
成
形
機
を
開
発
し
、
こ
の

分
野
に
お
い
て
一
時
は
業
界
シ
ェ
ア

50
％
を
占
め
る
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。

萩
工
場
を
設
立
し
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど

そ
の
頃
で
、
当
時
の
萩
市
長
や
萩
商
工

会
議
所
会
頭
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
の
受
け
皿

を
と
要
請
を
受
け
、
72
年
に
萩
工
場
を

設
立
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

堀
勇
夫
氏
の
ご
子
息
・
堀
信
夫
氏
が
跡

を
継
ぎ
、
事
業
拡
大
に
成
功
し
、
87
年

山
口
県
美
祢
市
に
金
型
工
場
を
建
設
す

る
な
ど
山
口
県
と
の
関
係
が
よ
り
深
い

企
業
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
１
９
９
０
年
代
の
バ
ブ
ル

崩
壊
の
あ
お
り
を
受
け
、
成
形
機
業
界

も
冷
え
込
み
、
こ
れ
ま
で
横
型
機
主
流

の
メ
ー
カ
ー
も
シ
ェ
ア
拡
大
の
戦
略
で

竪
型
機
を
製
作
し
始
め
た
事
に
よ
り
、

こ
れ
ら
競
合
他
社
と
の
競
争
が
一
段
と

激
し
く
な
り
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
背

景
か
ら
、
山
城
精
機
製
作
所
は
経
営
が

困
難
な
状
況
に
陥
り
ま
す
。
ま
た
、
後

継
者
不
在
と
い
う
事
で
会
社
の
生
き
残

り
を
考
え
た
堀
信
夫
氏
か
ら
相
談
を
受

け
た
の
が
、ミ
ラ
イ
ア
ル
株
式
会
社（
東

証
1
部
）
で
し
た
。
以
後
、
1
部
上
場

企
業
の
子
会
社
と
し
て
、
新
た
な
歩
み

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

と
は
言
え
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の

影
響
も
あ
り
、
経
営
状
態
は
な
か
な
か

好
転
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
経
営
再
建

に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
を
打
ち
ま
し

た
。
海
外
販
路
を
求
め
て
海
外
拠
点
を

設
置
し
た
り
、
大
手
に
価
格
勝
負
を
挑

む
モ
デ
ル
を
開
発
し
た
り
。
し
か
し
、

い
ず
れ
も
う
ま
く
は
い
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
振
り
返
り
ま
す
と
当
時
は
、「
世

界
に
１
台
し
か
な
い
特
殊
機
を
、
お
客

様
と
一
緒
に
創
り
上
げ
る
」
と
い
う
山

城
精
機
製
作
所
の
生
き
方
を
忘
れ
て
い

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
試
行
錯
誤
の

過
程
で
、「
競
合
大
手
と
同
じ
土
俵
で

は
戦
わ
な
い
」
と
い
う
戦
略
の
方
向
性

を
改
め
て
共
有
し
た
時
期
で
し
た
。

　

２
０
１
０
年
に
ミ
ラ
イ
ア
ル
株
式
会

社
の
完
全
子
会
社
と
な
っ
て
か
ら
は
、

組
織
の
ス
リ
ム
化
を
進
め
て
守
り
を
固

め
る
と
同
時
に
、
全
従
業
員
が
一
丸
と

な
っ
て
、
山
城
精
機
製
作
所
ら
し
い
製

品
開
発
に
注
力
し
、
山
城
独
自
の
攻
め

方
を
追
求
し
て
き
ま
し
た
。
結
果
、
市

場
の
好
転
に
も
支
え
ら
れ
、
足
元
で
は

堅
調
な
業
績
で
推
移
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
い
将
来
の
３
期

連
続
増
収
増
益
達
成
を
目
指
し
て
、
皆

で
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

経
営
再
建
を
成
し
遂
げ
た
今
、
こ
れ

か
ら
の
課
題
は
人
不
足
で
す
。
技
術
者

の
育
成
に
は
最
低
10
年
必
要
と
さ
れ
ま

す
。
人
口
減
少
と
と
も
に
人
材
の
取
り

合
い
に
な
る
の
は
必
至
で
す
の
で
、
Ｉ

Ｔ
の
導
入
、
自
動
化
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
の
確
立
と
徹
底
な
ど
、
人
不
足
を

補
う
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
な
が
ら
、
技

術
者
を
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

苦
し
か
っ
た
時
期
は
市
内
高
校
へ
の

求
人
は
控
え
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は

僅
か
で
す
が
求
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

萩
で
就
職
し
て
も
東
京
本
社
や
名
古
屋

営
業
所
な
ど
へ
の
転
勤
の
他
、
海
外
出

張
の
機
会
も
多
く
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な

土
地
で
学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

明
治
維
新
を
成
し
遂
げ
た
萩
出
身
の

偉
人
の
よ
う
に
、
郷
土
愛
を
持
ち
な
が

ら
世
界
を
舞
台
に
戦
い
た
い
と
い
う
若

者
が
門
を
叩
い
て
き
て
く
れ
る
こ
と
を

心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
す
。

■
株
式
会
社
山
城
精
機
製
作
所

本
社　

〒
１
７
０
︲
０
０
１
３　

東
京

都
豊
島
区
東
池
袋
１
︲
24
︲
１　

ニ
ッ

セ
イ
池
袋
ビ
ル
15
階

美
祢
工
場　

〒
７
５
９
︲
２
２
２
２

山
口
県
美
祢
市
伊
佐
町
伊
佐
２
０
５
０

萩
工
場　

〒
７
５
８
︲
０
０
６
１　

山

口
県
萩
市
大
字
椿
沖
原
４
３
６

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
３
８
・
２
２
・
６
１
２
３

（43 歳）代表取締役社長 兵
ひょうぶ

部 匡
ま さ と し

俊 さん

株式会社 山
さんじょう

城精機製作所

萩 の 元 気 な 企 業 探 訪
シリーズ●

萩
と
の
縁

経
営
再
建

人
不
足
時
代
へ

日本が誇る最先端技術
プラスチック射出成形機の開発・製造

プラスチック射出成形機

33

代表取締役社長・兵部匡俊さん
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今
か
ら
１
０
２
年
前
の
明
治
38
年
に

創
業
さ
れ
た
老
舗
蒲
鉾
店
・
高
井
蒲
鉾
。

今
も
な
お
創
業
当
時
と
変
わ
ら
ず
新
鮮

な
エ
ソ
を
石
臼
で
す
り
潰
し
て
作
る
蒲

鉾
は
知
る
人
ぞ
知
る
萩
の
特
産
品
と
し

て
贈
答
用
に
好
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
高
井
蒲
鉾
の
４
代
目
で
あ
る

有
限
会
社 

高
井
蒲
鉾 

代
表
取
締
役
社

長
・
藤
井
信
介
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま

し
た
。

　

高
井
家
は
毛
利
藩
の
下
級
武
士
と
し

て
、
江
戸
開
城
ま
で
出
兵
し
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。
初
代
・
藤
井
信
一
が
こ
の

浜
崎
新
町
で
創
業
し
た
の
は
明
治
38
年

で
、
当
時
は
仲
買
商
と
蒲
鉾
製
造
を
一

緒
に
や
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
初
代
で

あ
り
な
が
ら
屋
号
と
性
が
違
う
の
は
、

高
井
家
か
ら
藤
井
家
に
取
り
子
取
り
嫁

で
養
子
に
入
っ
た
か
ら
だ
そ
う
で
、
江

戸
時
代
か
ら
あ
っ
た
高
井
姓
を
無
く
す

の
は
忍
び
な
い
と
屋
号
と
し
て
残
し
た

か
ら
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

初
代
は
天
ぷ
ら
な
ど
も
製
造
し
て
い

た
そ
う
で
す
が
、
蒲
鉾
と
竹
輪
（
ち
く

わ
）
に
限
定
し
た
の
は
昭
和
５
年
に
初

代
の
跡
を
継
い
だ
伯
母
・
清
子
で
す
。

父
の
兄
弟
は
10
人
姉
弟
で
伯
母
・
清
子

が
長
女
。
そ
し
て
３
代
目
と
な
る
父
・

茂
美
が
10
番
目
の
長
男
。
跡
取
り
と
な

る
父
は
清
子
伯
母
と
20
歳
離
れ
、
戦
争

に
出
兵
す
る
こ
と
の
な
い
年
代
で
し
た
。

そ
う
考
え
る
と
、
高
井
蒲
鉾
が
私
の
代

ま
で
あ
る
の
は
ち
ょ
っ
と
し
た
奇
跡
の

よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

私
は
生
ま
れ
た
時
は
、
伯
母
・
清
子

は
ま
だ
健
在
で
、
と
て
も
繁
盛
し
、
両

親
も
働
き
詰
め
で
、
幼
少
期
は
、
家
に

帰
っ
て
も
両
親
は
お
ら
ず
、
冷
め
た
白

米
に
塩
を
か
け
お
茶
漬
け
に
し
て
食
べ

て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
工

場
は
と
て
も
活
気
が
あ
り
、
従
業
員
も

多
く
、
幼
心
に
こ
の
高
井
蒲
鉾
を
継
ぐ

の
だ
ろ
う
な
と
自
然
と
感
じ
て
い
ま
し

た
。

　

家
業
に
就
い
た
の
は
、
大
学
を
中
退

し
、
岡
山
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
を
数

年
過
ご
し
た
あ
と
の
24
歳
の
こ
ろ
。
当

時
も
変
わ
ら
ず
活
気
も
あ
り
、
年
末
は

も
ち
ろ
ん
、
端
午
の
節
句
、
入
学
祝

い
、
就
職
祝
い
、
婚
礼
の
引
き
出
物
と

い
う
祝
い
事
の
受
注
だ
け
で
な
く
、
運

動
会
前
な
ど
も
す
ご
く
忙
し
か
っ
た
で

す
。
販
路
も
県
内
の
結
婚
式
場
か
ら
広

島
、
福
岡
の
ス
ー
パ
ー
ま
で
あ
り
、
休

む
暇
も
無
か
っ
た
で
す
。

　

個
人
事
業
所
か
ら
有
限
会
社
に
移
行

し
た
の
は
今
か
ら
26
年
前
。
そ
れ
か
ら

10
年
後
、
父
か
ら
代
を
継
ぎ
社
長
に
就

任
し
ま
す
が
、
ち
ょ
う
ど
時
期
を
同
じ

く
し
て
、
町
の
ス
ー
パ
ー
か
ら
全
国
展

開
す
る
大
手
ス
ー
パ
ー
が
台
頭
し
て
き

た
時
代
で
、
問
屋
か
ら
バ
イ
ヤ
ー
主
導

の
市
場
に
変
化
し
て
き
ま
し
た
。
大
手

ス
ー
パ
ー
と
取
引
す
る
に
は
生
産
力
が

追
い
つ
か
な
い
。
さ
ら
に
食
文
化
も
変

わ
り
、
食
卓
に
当
た
り
前
に
あ
っ
た
蒲

鉾
も
当
た
り
前
で
は
な
く
な
り
、
蒲
鉾

全
体
の
消
費
量
も
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
こ
の
萩
市
で
も
多
く
の
蒲

鉾
店
が
店
を
畳
む
こ
と
と
な
り
、
残
す

と
こ
ろ
あ
と
５
社
と
な
り
ま
し
た
。
現

在
、
高
井
蒲
鉾
の
生
産
量
も
全
盛
期
の

５
分
の
１
ほ
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
は
３
人
授
か
り
、
男
の
子
は

２
人
い
ま
す
が
、
さ
す
が
に
こ
の
よ
う

な
状
況
で
、
跡
を
継
い
で
く
れ
と
は
到

底
言
え
ず
、
私
の
代
で
高
井
蒲
鉾
の

歴
史
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
る
で
し
ょ

う
。
と
は
い
え
、
２
年
前
に
は
冷
蔵
庫

の
ユ
ニ
ッ
ト
を
新
調
し
た
ば
か
り
な
の

で
、
私
の
体
が
元
気
な
う
ち
は
、
曽
祖

父
か
ら
伝
わ
る
高
井
蒲
鉾
の
味
と
、
江

戸
時
代
か
ら
の
屋
号
を
守
っ
て
い
き
ま

す
。
高
井
の
蒲
鉾
を
ま
だ
食
さ
れ
て
い

な
い
若
い
世
代
の
方
に
は
是
非
一
度
ご

賞
味
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。

■
有
限
会
社 

高
井
蒲
鉾

〒
７
５
８
‐
０
０
２
３　

萩
市
浜
崎
新

町
60
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
３
８
・
２
２
・
１
８
５
１

http://w
w

w
.takaikam

a.com
/

有限会社 高井蒲鉾

１
０
０
年
の
歴
史

最
後
の
代

全
盛
期

（59 歳、萩高校昭和 52 年卒）

藤井 信介さん

懐かしい味

殿さま蒲鉾（贈答用、
法事、婚礼）620 円、
510 円

萩ちくわ（5 本入り）
375 円　
＊いずれも税別価格

萩蒲鉾（アトラス萩、
サンマートで販売）
340 円

江戸時代からの屋号と
１００年前から伝わる

「殿さま蒲鉾」の味を守る
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松
本
の
郡
司
鋳
造
所
は
、
郡ぐ

ん
じ
さ
ぬ
き

司
讃
岐

に
よ
り
開
設
さ
れ
た
。
讃
岐
は
、
寛
永

年
間
（
一
六
二
四
〜
一
六
四
四
）
初
代

藩
主
毛
利
秀ひ

で
な
り

就
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
。

理
由
は
、
讃
岐
の
大
砲
鋳
造
技
術
が
優

秀
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
讃
岐
は
隠
居

後
、
三
男
の
喜き

へ

え
兵
衛
（
信
安
）
に
鋳
造

所
を
受
け
継
が
せ
た
。
な
お
鋳
造
所
は

最
初
、
金か

な
い
ば
ら

鋳
原
（
伊
藤
博
文
旧
宅
の
西

向
か
い
）
に
開
設
さ
れ
、後
年
、無
田
ヶ

原
に
移
転
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
い
つ

の
こ
と
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

　

ち
な
み
に
郡
司
讃
岐
は
、
隠
居
後
に

別
途
、
青お

う
み海

（
萩
市
椿
）
に
も
鋳
造
所

を
開
設
し
、
四
男
の
甚じ

ん
の
じ
ょ
う

之
允
に
受
け
継

が
せ
た
。
青
海
の
鋳
造
所
に
つ
い
て
は
、

機
会
を
改
め
て
紹
介
し
た
い
。

¦
郡
司
鋳
造
所
跡
②（
椿
東
・
松
陰
神
社
前
）¦

道
迫
真
吾
（
萩
博
物
館
主
任
学
芸
員
）

連
載　

萩
の
産
業
遺
産
を
歩
く（
三
）

て
い
た
こ
と
に
目
を
引
か
れ
る
。
実
際
、

大
砲
鋳
造
に
用
い
ら
れ
た
鋳
型
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
萩
博
物
館
で
は
所
蔵
先

の
山
口
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
か
ら

そ
の
一
部
を
借
用
し
て
展
示
し
て
い
る
。

　

幕
末
、
鋳
造
所
を
切
り
盛
り
し
て
い

た
の
は
、
郡
司
讃
岐
の
三
男
喜
兵
衛
の

系
統
に
連
な
る
鋳い

も

じ
物
師
、
郡
司
右う

へ
い
じ

平
次

（
喜
平
治
）で
あ
る
。
右
平
次
は
生
涯
に
、

一
三
〇
門
も
の
大
砲
を
造
っ
た
と
さ
れ

る
。
彼
の
大
砲
生
産
量
が
増
え
る
の
は
、

清
国
（
中
国
）
で
ア
ヘ
ン
戦
争
の
あ
っ

た
一
八
四
〇
年
前
後
か
ら
で
あ
る
。
た

だ
し
、
一
口
に
大
砲
と
い
っ
て
も
、
右

平
次
が
造
っ
た
大
砲
に
は
和
式
と
洋
式

の
両
方
が
混
在
し
て
い
た
。
そ
の
う
ち

洋
式
大
砲
は
、
モ
ル
チ
ー
ル
砲
・
ホ
ー

イ
ッ
ス
ル
砲
の
二
種
類
が
主
で
、
長
さ

　

郡
司
千
左
衛
門
は
、
長
州
藩
に
お
け

る
洋
式
砲
術
の
第
一
人
者
と
呼
ぶ
べ
き

人
物
で
あ
る
。
千
左
衛
門
は
、
鋳
物
師

の
右
平
次
と
は
異
な
り
、
砲
術
師
と
い

う
立
場
に
あ
っ
た
。
要
は
、
右
平
次
は

大
砲
を
造
る
側
、
千
左
衛
門
は
大
砲
の

知
識
を
供
給
す
る
側
と
い
う
ふ
う
に
区

郡
司
千
左
衛
門
は
い
つ
、

ど
の
よ
う
に
し
て
三
ｍ
を

超
え
る
巨
砲
の
知
識
を
入

手
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
解
は
、
嘉
永
六
年
二

月
か
ら
六
月
ま
で
、
長
崎

に
砲
術
修
業
と
し
て
派
遣

さ
れ
た
こ
と
に
求
め
ら
れ

る
。
千
左
衛
門
は
そ
の
成

郡
司
讃
岐
に
よ
る
鋳
造
所
の
開
設

が
視
察
し
た
「
新
台
場
」
と
は
、
史
料

上
に
は
詳
し
く
出
て
い
な
い
が
、
佐
賀

藩
が
長
崎
の
警
備
を
強
化
す
る
た
め
に

新
築
・
整
備
し
た
、
伊い

お
う
じ
ま

王
島
と
神か

み
の
し
ま

ノ
島

の
砲
台
を
指
す
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

郡
司
右
平
次
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ △郡司千左衛門（郡司家提供）

鍋
・
釜
・
大
砲
づ
く
り
の
拠
点

　

郡
司
家
の
鋳
造
所
は
、
大
砲
だ
け
で

な
く
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
様
々
な
金

属
製
品
を
生
産
す
る
工
房
で
あ
っ
た
。

遺
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、
鍋
・
釜
な
ど

の
日
常
生
活
用
具
、
犂す

き
さ
き先

な
ど
の
農
具
、

寺
院
の
梵

ぼ
ん
し
ょ
う

鐘
そ
の
ほ
か
、
鋳
型
が
多
数

発
見
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
何
と
い
っ

て
も
、
幕
末
、
多
数
の
大
砲
を
生
産
し

郡
司
千
左
衛
門
と
ペ
キ
サ
ン
ス
砲

果
に
も
と
づ
き
、
藩
に
対
し
て
意
見
書

を
提
出
し
た
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
よ

う
で
あ
る
。
①
西
洋
諸
国
の
軍
艦
は
遠

距
離
砲
撃
が
可
能
だ
が
、
長
州
藩
は
対

抗
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
長
州
藩
に
は

西
洋
の
ペ
キ
サ
ン
ス
砲
が
必
要
で
あ
る
。

②
ペ
キ
サ
ン
ス
砲
が
日
本
で
製
造
さ
れ

た
例
は
稀
だ
が
、
長
崎
の
「
新
台
場
」

に
備
え
て
あ
っ
た
。同
砲
は
三
〇
丁（
約

三
㎞
）
の
飛
距
離
が
あ
り
、
二
〇
丁
で

あ
れ
ば
貫
通
も
可
能
で
あ
る
。
③
以
前
、

モ
ル
チ
ー
ル
砲
や
ホ
ー
イ
ッ
ス
ル
砲
を

鋳
造
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
城
攻
め
や
陸

戦
な
ど
近
距
離
向
き
で
海
岸
防
備
に
は

適
し
て
い
な
い
。

　

千
左
衛
門
が
必
要
だ
と
訴
え
た
ペ
キ

サ
ン
ス
砲
は
、
ボ
ン
ベ
カ
ノ
ン
砲
と
も

称
さ
れ
た
。
炸さ

く
れ
つ
し
き

裂
式
の
砲
弾
を
使
う
た

め
、
従
来
の
丸
い
砲
弾
を
た
だ
飛
ば
す

だ
け
の
大
砲
に
比
べ
て
破
壊
力
が
桁
違

い
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
さ
ら

に
注
目
す
べ
き
は
、
モ
ル
チ
ー
ル
砲
・

ホ
ー
イ
ッ
ス
ル
砲
で
は
、
西
洋
の
軍
艦

に
対
し
て
遠
距
離
射
撃
が
で
き
な
い
か

ら
、
ペ
キ
サ
ン
ス
砲
が
ほ
し
い
と
強
調

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
千
左
衛
門

　

長
州
藩
は
こ
の
意
見
を
受
け
、
嘉
永

六
年
八
月
、
ペ
キ
サ
ン
ス
砲
鋳
造
の
方

針
を
固
め
る
が
、
二
つ
問
題
が
発
生
し

た
。
一
つ
は
、
同
年
十
一
月
、
幕
府
が

長
州
藩
に
相
そ
う
し
ゅ
う
け
い
え
い

州
警
衛
（
相
模
国
側
の
江

戸
湾
防
備
）
を
命
じ
、
千
左
衛
門
が
関

東
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
萩
に

お
け
る
巨
砲
鋳
造
の
指
導
を
期
待
さ
れ

た
彼
の
不
在
は
大
き
な
痛
手
と
な
っ
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
そ
れ
ま
で
右
平
次
の

鋳
造
所
で
は
長
く
て
も
せ
い
ぜ
い
二
ｍ

程
度
の
大
砲
し
か
鋳
造
し
た
こ
と
が
な

か
っ
た
た
め
、
三
ｍ
を
超
え
る
巨
砲
を

鋳
込
む
こ
と
の
で
き
る
新
し
い
設
備
が

必
要
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

千
左
衛
門
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
継
い

だ
右
平
次
が
こ
の
困
難
を
ど
の
よ
う
に

克
服
し
た
の
か
、
次
回
説
明
し
た
い
。

△モルチール砲

は
概
ね
一
〜
二
ｍ
と
、
和
式
大
砲
と
は

ほ
と
ん
ど
差
が
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）

の
ペ
リ
ー
来
航
を
境
に
、
よ
り
長

く
、
大
き
な
大
砲
が
必
要
な
段
階
に
入

る
。
右
平
次
の
三
ｍ
を
超
え
る
巨
砲
生

産
（
実
践
）
を
知
識
面
（
理
論
）
で
支

え
た
の
は
、
以
下
に
見
て
い
く
よ
う
に
、

郡
司
千せ

ん
ざ
え
も
ん

左
衛
門
（
覚
之
進
）
で
あ
る
。

別
す
る
と
、
わ

か
り
や
す
い
と

思
う
。
ち
な
み

に
千
左
衛
門
も
、

右
平
次
同
様
、

元
を
た
ど
れ
ば

郡
司
讃
岐
を
先

祖
に
も
つ
た
め
、

同
じ
郡
司
家
の

一
族
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
は
、

△ホーイッスル砲

△カノン砲
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劇
団
四
季
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
『
ア
ラ

ジ
ン
』
で
ラ
ン
プ
の
魔
人
「
ジ
ー
ニ
ー
」

役
な
ど
を
務
め
る
萩
市
見
島
出
身
の
瀧

山
久
志
さ
ん
（
東
京
都
）
が
、
音
楽
や

演
劇
界
の
明
日
を
担
う
人
材
や
功
労
の

あ
っ
た
人
物
に
贈
ら
れ
る
「
第
８
回
岩

谷
時
子
賞
・
奨
励
賞
」
を
、
６
月
12
日

受
賞
し
た
。

　

瀧
山
さ
ん
は
、
見
島
小
中
学
校
を

卒
業
後
、
萩
高
校
に
進
学
（
54
期
卒
）。

高
校
で
は
合
唱
部
に
入
部
し
、
生
涯
の

恩
師
と
な
る
有
冨
美
子
先
生
と
出
会
う
。

有
冨
先
生
の
熱
血
指
導
に
よ
り
歌
の
魅

力
に
取
り
つ
か
れ
、
才
能
を
伸
ば
し
た
。

（
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
２
０
１
６
年
11
月

号
、
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
で
紹
介
）

　

瀧
山
さ
ん
は
、
２
０
１
５
年
に
開

幕
し
た
劇
団
四
季
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

『
ア
ラ
ジ
ン
』
ジ
ー
ニ
ー
役
の
ほ
か
に
、

『
キ
ャ
ッ
ツ
』ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
＝
グ
ロ
ー

ル
タ
イ
ガ
ー
役
な
ど
も
務
め
、
艶
の
あ

る
歌
声
と
コ
メ
デ
ィ
タ
ッ
チ
の
演
技
で

観
客
を
魅
了
し
、
今
後
さ
ら
な
る
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
俳
優
と
し
て
評
価
さ
れ

た
。

　

受
賞
式
で
瀧
山
さ
ん
は
、
次
の
と
お

り
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。

　
「
私
は
、
山
口
県
萩
市
見
島
と
い
う

島
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
本
土
か
ら

船
で
１
時
間
以
上
か
か
り
ま
す
。
コ
ン

ビ
ニ
も
な
け
れ
ば
信
号
機
も
あ
り
ま
せ

ん
。
田
舎
自
慢
で
は
い
ま
だ
に
負
け
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
不
便
で
す（
笑
）。

そ
こ
で
走
り
回
っ
て
い
た
時
に
は
、
ま

さ
か
こ
ん
な
日
が
来
る
と
は
夢
に
も

思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

劇
団
四
季
の
理
念
に
『
作
品
の
感
動

を
丁
寧
に
客
席
に
届
け
る
』
と
い
う
の

が
あ
り
ま
す
。
舞
台
俳
優
と
し
て
、
こ

れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
作
品
に
携
わ
っ

て
、
理
念
と
し
っ
か
り
向
き
合
っ
て
精

進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

劇
団
四
季
の
瀧
山
久
志
さ
ん

「
岩
谷
時
子
賞
・
奨
励
賞
」
を
受
賞

〔
左
か
ら
〕
市
村
正
親
、
生
田
絵
梨
花
、
斉
藤

由
貴
、
岩
谷
時
子
（
写
真
）、
加
山
雄
三
、
瀧

山
久
志
、
野
田
あ
す
か
、
服
部
百
音
（
敬
称
略
） 瀧山さんは後列右（岩谷時子音楽文化振興財団提供）

　

毎
年
夏
の
風
物
詩
と
も
な
っ
て
い
る
、

日
本
テ
レ
ビ
系
列
の
「
24
時
間
テ
レ
ビ

〜
愛
は
地
球
を
救
う
〜
」
の
全
国
中
継

が
８
月
27
日
、
道
の
駅
阿
武
町
の
温
水

プ
ー
ル
か
ら
行
わ
れ
、
Ａ
Ｂ
Ｕ
ウ
ォ
ー

タ
ー
ボ
ー
イ
ズ
が
“
男
の
シ
ン
ク
ロ
”

を
披
露
。
全
国
へ
向
け
て
町
の
元
気
を

存
分
に
発
信
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
早
朝
の
中
継
に
も
関
わ
ら

ず
、
プ
ー
ル
に
は
１
０
０
人
を
越
え
る

応
援
団
が
か
け
つ
け
演
技
を
後
押
し
。

日
本
武
道
館
か
ら
の
フ
リ
で
中
継
が
ス

タ
ー
ト
。
メ
ン
バ
ー
12
人
が
レ
キ
シ

の
「
Ｋ
Ｍ
Ｔ
Ｒ
６
４
６
」
に
合
わ
せ
て
、

コ
ミ
カ
ル
な
陸
ダ
ン
ス
や
メ
ガ
ホ
ン
を

使
っ
た
水
演
技
、
豪
快
な
ジ
ャ
ン
プ
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
27
日
夕
方
に
は
ウ
ォ
ー
タ
ー

ボ
ー
イ
ズ
夏
公
演
も
同
プ
ー
ル
で
開
催
。

24
時
間
テ
レ
ビ
山
口
ロ
ー
カ
ル
の
中
継

も
入
る
中
、
県
内
外
か
ら
４
５
０
人
を

越
え
る
人
が
訪
れ
、
笑
顔
溢
れ
る
演
技

　

活
動
す
る
社
会
人
男
子
シ
ン
ク
ロ

チ
ー
ム
は
珍
し
く
、
回
を
重
ね
る
ご
と

に
人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

目
の
前
30
㎝
の
距
離
で
海
パ
ン
男
子

が
披
露
す
る
コ
ミ
カ
ル
な
陸
ダ
ン
ス
と
、

プ
ー
ル
で
の
豪
快
な
ジ
ャ
ン
プ
や
水
を

し
ぶ
か
せ
な
が
ら
の
演
技
は
必
見
。

　

次
回
公
演
は
12
月
９
日
、
町
内
の
企

業
や
団
体
が
手
作
り
の
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
道
の
駅
阿
武
町
を
彩
る
「
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in

阿
武
町
」
の
点
灯
式
後
に
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
温
水
プ
ー
ル
だ
か
ら
こ
そ
で

き
る
真
冬
の
公
演
を
、
ぜ
ひ
一
緒
に
体

感
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

阿
武
町
の
元
気
を
全
国
に
発
信
!!

Ａ
Ｂ
Ｕ
ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ
ー
イ
ズ

24
時
間
テ
レ
ビ
で
生
演
技

地
域
を
盛
り
上
げ
た
い

と
町
内
外
か
ら
若
者
が

参
加

を
楽
し
み
ま
し
た
。

次
回
公
演
は
12
月
９
日　

阿
武

町
の
イ
ル
ミ
ネ
フ
ェ
ス
タ
で

（
問
）
阿
武
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（
０
８
３
８
８
・
２
・
３
１
１
１
）

　

Ａ
Ｂ
Ｕ
ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ
ー

イ
ズ
は
２
０
１
０
年
５
月
に
、

町
の
活
性
化
と
温
水
プ
ー
ル

の
利
用
促
進
を
目
的
に
有
志

に
よ
り
結
成
。
水
深
1.2
ｍ
の

道
の
駅
阿
武
町
温
水
プ
ー
ル

を
ホ
ー
ム
と
し
て
、
男
子
シ

ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン

グ
（
？
）
の
公
演
を
、
毎
年

夏
と
冬
に
行
う
ほ
か
、
小
学

校
等
へ
の
出
張
公
演
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
に
シ
ン
ク
ロ
経

験
者
は
お
ら
ず
全
員
社
会
人
で
、
平
均

年
齢
は
28
・
５
歳
。
阿
武
町
は
も
ち
ろ

ん
、萩
市
・
長
門
市
・
防
府
市
か
ら
も「
地

域
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
参
加
が
あ
り
、

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
含
め
15
人
で
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
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「クラス会をいつ、どこで開催します」という情報
をお寄せください。萩の資料送ります。
投稿記事も歓迎します。
hagi-network@city.hagi.lg.jp

同窓会・同郷会だより ください！

情報

浜田市・益田市・萩市

須佐・東京交流歴史探訪ツアー
10月８日・９日会員投稿銀座アスター賓館（お茶の水）

第17回東京三見会
9月9日会員投稿

萩グランドホテル天空（萩市）

明木中８期（昭和29年卒）
同期会

8月16日会員投稿

　子どもの時一緒に遊んだ幼なじみに会いたいと、新しく４名の
方が参加され、総勢 27 名の出席です。三見公民館から送ってい
ただいた「三見公民館便り」と「三見おたからマップ」を見なが
ら、懐かしい三見の話で盛り上がりました。おたからマップは、

今まで知らなかった三見の歴史も分かり易く書かれていて、ふる
さとへの愛情が深まります。２次会は恒例、神田明神に参拝をし
て、境内の甘酒茶屋で甘酒をいただきました。　　　　　　　　

　　坪井　良子（東京都）　

　須佐郷土史研究会東京支部は 200 回の例会を記念し、須佐領
主益田氏縁の地を巡り、須佐に至る旅を計画し 14 名が参加。
浜田市では、益田氏が地盤を築いた伊甘神社国府跡、御神本を称
した３代の墓を安國寺に訪ね、午後益田市の三宅御土居跡を見た
後、石見美術館で「石見の戦国武将」展を見学。交易で勢力を拡
大したのが良く分かった。石州口の戦跡を見た後、郷土史研須佐
本部との交流会。翌日は萩博物館の「山尾庸三」展を見学。
　須佐の基盤を作った益田氏の歴史、日本の工学の父と言われる
長州ファイブの一人の偉業等、来年の「明治維新 150 年」に改
めて思いを巡らす旅行だった。

須佐郷土史研究会東京支部　幹事　尾木　純（横須賀市）

　２年振りに同窓会を行いましたが、なかには 30 年
振りの再会者もあり、握手や抱き合う光景は、まさに
旧友の懐かしさ一色でした。懇親会の１次会では、ゲー
ムやクイズで盛り上がり、２次会は、カラオケスナッ
クで演歌のオンパレードでした。３次会は、部屋で思
い出話に花が咲き全員夜更けを忘れて午前様でした。
翌日は、世界遺産の萩反射炉や恵美須ヶ鼻造船所跡、
さらに萩・明倫学舎を見学し、とても楽しかった２日
間でした。来年も元気で再会する事を誓い散会しまし
た。　　　　　　　　　発起人代表　中村　勝（明木）

萩商工高校体育館

第９回つばき会本部総会
10月14日会員投稿

　500 名を超える参加をいただき盛大に開催されました。総会の中では、池
田つばき会会長より引受期の卒業年統合について、平成 32 年より実施する
旨の説明がありました。また、今回の引受期で企画した、かつて萩商業・萩
工業で勤務されていた７名の恩師の方々をお招きし、会員との昔話に花が咲
きました。「つばき会」本部総会は、第１回よりチケット販売による運営に
切り替え、まさに「同窓生による同窓生のための同窓会」を行ってきました。
私たちの引受は終わりましたが、これからは応援団として総会への出欠の有
無は問わず協力できるところは率先して協力していきたいと思います。

引受期代表（商業 56 年卒）大嶋直隆　

萩博物館にて萩博物館にて
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全
国
高
校
総
体
（
８
月
、
宮
城
県
）

の
少
林
寺
拳
法
・
男
子
単
独
演
武
で
、

萩
商
工
高
校
３
年
の
山
元
隆り

ゅ
う
じ史

君
が

優
勝
、
阿
曽
沼
敏は

る
み
ち康

君
が
４
位
入
賞
を

果
た
し
た
。
少
林
寺
拳
法
が
２
０
１
４

年
に
正
式
競
技
に
な
っ
て
、
山
口
県
選

手
の
優
勝
は
初
め
て
。
44
回
目
と
な
る

全
国
大
会
で
も
初
と
な
る
。

　

山
元
君
は
、
萩
西
中
で
は
サ
ッ
カ
ー

部
、
高
校
に
入
り
幼
な
じ
み
の
阿
曽
沼

君
に
誘
わ
れ
入
部
。
今
大
会
を
最
後
に
、

卒
業
後
は
競
技
か
ら
離
れ
る
予
定
。

　

阿
曽
沼
君
は
、
小
学
２
年
か
ら
競
技

を
始
め
た
。
今
回
１
、２
位
と
の
差
は

わ
ず
か
１
点
、
３
位
と
は
同
点
だ
っ
た
。

卒
業
後
も
少
林
寺
拳
法
と
関
わ
っ
て
い

き
た
い
と
話
し
て
い
る
。

　

二
人
は
同
じ
小
・
中
学
校
か
ら
萩
商

工
高
に
進
学
。
同
じ
時
間
を
過
ご
し
て

き
た
仲
間
で
あ
り
、
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ

る
二
人
は
、
悔
い
の
な
い
爽
や
か
な
笑

顔
を
残
し
た
。

　

少
林
寺
拳
法
部
顧
問
の
高
井
英え

い
じ次

教

諭
（
三
見
出
身
、
萩
高
校
昭
和
50
年

卒
）
は
、
２
０
０
５
年
か
ら
萩
商
工
で

指
導
を
始
め
た
。「
二
人
と
も
こ
れ
ま

で
真
面
目
に
練
習
に
取
り
組
ん
だ
成
果

を
発
揮
し
、
最
後
の
舞
台
で
最
高
の
演

武
だ
っ
た
」
と
指
導
13
年
目
で
の
快
挙

を
喜
ん
で
い
る
。

萩
商
工
創
立
以
来
、初
め
て
の
全
国
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

「萩往還明木自然薯」を特産品に
　

明
木
自じ
ね
ん
じ
ょ

然
薯
研
究
会
（
栽
培
農
家
は
８
人
）
は
、

周
辺
の
山
で
採
れ
る
自
然
薯
を
明
木
の
特
産
に
し

よ
う
と
15
年
前
に
発
足
。
明
木
小
学
校
児
童
に
栽

培
指
導
も
行
っ
て
い
る
。

　

水
田
跡
を
活
用
し
た
５
カ
所
の
ほ
場
40
ア
ー
ル

で
栽
培
し
、
毎
年
11
月
か
ら
１
月
に
か
け
て
、
約

２
千
本
を
出
荷
し
て
い
る
。
萩
市
内
の
道
の
駅
や

農
産
物
加
工
販
売
所
「
つ
つ
じ
」
で
販
売
。

　

粘
り
が
強
く
甘
み
が
あ
る
の
が
特
徴
。
贈
答
品

と
し
て
も
人
気
が
高
く
、
ふ
る
さ
と
寄
付
の
返
礼

品
と
し
て
も
50
個
限
定
で
提
供
し
て
い
る
。

　

会
長
の
岡
村
善よ

し
た
け

武
さ
ん
（
78
歳
）
は
「
自
然
薯

の
ネ
バ
リ
が
美
容
と
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
。
高
級
食

材
で
希
少
価
値
の
高
い
自
然
薯
の
醍
醐
味
は
、
一

度
食
べ
れ
ば
わ
か
る
忘
れ
ら
れ
な
い
味
で
す
」
と

Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

岡村善武さん（明木）
「萩往還明木自然薯」を今年９月に商標登録

☆読者プレゼント
自然薯むかご（150g 入２袋）を 10 名様

「
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
少
林
寺
拳
法
」で
全
国
優
勝左から山元隆史君、高井英次教諭、阿曽沼敏康君

山口県ボディビル選手権大会で優勝
　

山
口
県
ボ
デ
ィ
ビ
ル
選
手
権
大
会
（
９
月
、
山

口
市
）
で
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム
「
マ
イ
フ
ィ
ッ

ト
萩
」（
椿
東
）
代
表
・
チ
ー
フ
ト
レ
ー
ナ
ー
の

木
原
賢
一
郎
さ
ん
（
33
歳
、
前
小
畑
出
身
、
萩
工

業
高
校
平
成
15
年
卒
）
が
優
勝
を
果
た
し
た
。

　

木
原
さ
ん
は
、
20
歳
の
と
き
に
全
日
本
空
手
選

手
権
大
会
で
優
勝
。
21
歳
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
拠

点
を
移
し
、
空
手
全
米
大
会
で
２
度
優
勝
。
25
歳

で
帰
国
し
東
京
で
、
ア
メ
リ
カ
発
祥
の
本
格
的
な

ジ
ム
「
ゴ
ー
ル
ド
ジ
ム
」
の
プ
ロ
ト
レ
ー
ナ
ー
と

し
て
勤
務
。
平
成
27
年
に
帰
郷
し
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
ジ
ム
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
ボ
デ
ィ
ビ
ル
へ
の
挑

戦
は
昨
年
に
続
き
２
度
目
（
前
回
３
位
）
で
、
来

年
の
夏
に
中
四
国
大
会
が
控
え
て
い
る
。

　
「
ボ
デ
ィ
ビ
ル
を
始
め
た
動
機
は
、
目
標
を
持

つ
こ
と
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

向
上
や
、
食
事
面
な
ど
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
の
勉

強
の
た
め
。
当
ジ
ム
で
は
年
齢
や
性
別
、
目
的
に

優勝の表彰台に立つ木原賢一郎さん（中央）

合
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
で
、
初

心
者
の
方
も
安
心
し
て
健
康
な
体
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
。」
と
木
原
さ
ん
は
話
す
。

■
マ
イ
フ
ィ
ッ
ト
萩　

萩
市
椿
東
３
０
２
５
‐
５（
旧
ア
ミ
ュ
ー
ズ
ト
マ
ト
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
３
８
・
２
１
・
７
２
２
３

マイフィット萩・木原賢一郎さん



142017年 11月（第139号）

■
つ
ば
き
会
関
東
支
部

　

関
東
地
区
の
萩
商
工
高
同
窓
会
。

11
月
11
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
５
時

東
京
都
品
川
区
大
崎
（
大
崎
駅
東
口
）

ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
イ
ン
東
京

（
０
９
０
・
７
９
４
１
・
８
７
２
５
）松
野

■
東
京
須
佐
弥
富
会

　

関
東
地
区
の
須
佐
地
域
同
郷
会
。

11
月
18
日
（
土
）
正
午
〜
午
後
３
時

東
京
都
港
区
高
輪
（
品
川
駅
高
輪
口
）

日
立
金
属 

高
輪
和わ

き
ょ
う彊

館

（
０
９
０
・
２
２
０
８
・
５
８
７
３
）勝
山

■
「
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
２
０
１
７
」

　

全
国
の
島
々
が
集
ま
る
祭
典
。萩
諸

島
か
ら
見
島
、大
島
、櫃
島
、相
島
が
出

展
し
ま
す
。

11
月
18
日
（
土
）・
19
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
６
時（
19
日
は
午
後
５
時
）

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
３
︲
１

池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ　

文
化
会

館
３
階　

展
示
ホ
ー
ル
Ｃ

（
０
３
・
６
４
０
４
・
９
０
０
２
）

■
「
三
輪
和
彦　

咲
き
初
む
る
白
展
」

平
成
30
年
１
月
17
日（
水
）〜
23
日（
火
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
１
︲
４

日
本
橋
三
越
本
店

（
０
３
・
３
２
４
１
・
３
３
１
１
）

■
「
日
本
伝
統
工
芸
展
・
巡
回
展
」

　

陶
芸
家
・
岡
田
裕
、
岡
田
泰
、
玉
村

信
一
、
波
多
野
善
蔵
、
松
尾
藻
風
の
作

品
が
入
選
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
１
月
24
日（
水
）〜
29
日（
月
）

仙
台
市
青
葉
区
一
番
町
４
︲
８
︲
15

仙
台
三
越（

０
２
２
・
２
２
５
・
７
１
１
１
）

■
「
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｉ
の
青　

納
冨
晋
＆

コ
シ
ノ
ヒ
ロ
コ
」

　

コ
シ
ノ
ヒ
ロ
コ
の
絵
画
・
絵
皿
と
納

冨
晋
の
陶
器
の
競
演
。

10
月
27
日
（
金
）
〜
11
月
27
日
（
月
）

の
金
・
土
・
日
・
月
曜
日

兵
庫
県
芦
屋
市
奥
池
町
17
︲
５

Ｋ
Ｈ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
芦
屋

（
０
７
９
７
・
６
３
・
５
６
７
８
）

■
「
日
本
伝
統
工
芸
展
・
巡
回
展
」

　

陶
芸
家
・
岡
田
裕
、
岡
田
泰
、
玉
村

信
一
、
波
多
野
善
蔵
、
松
尾
藻
風
の
作

品
が
入
選
し
ま
し
た
。

11
月
16
日
（
木
）
〜
12
月
３
日
（
日
）

岡
山
市
北
区
天
神
町
８
︲
48

岡
山
県
立
美
術
館

（
０
８
６
・
２
２
５
・
４
８
０
０
）

12
月
６
日
（
水
）
〜
24
日
（
日
）

松
江
市
袖
師
町
１
︲
５

島
根
県
立
美
術
館

（
０
８
５
２
・
５
５
・
４
７
０
０
）

平
成
30
年
１
月
２
日（
火
）〜
21
日（
日
）

高
松
市
玉
藻
町
５
︲
５

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

関
東
地
区

中
国
・
四
国
地
区

香
川
県
立
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

（
０
８
７
・
８
２
２
・
０
２
４
７
）

■
つ
ば
き
会
下
関
支
部

　

下
関
地
区
の
萩
商
工
高
同
窓
会
。

11
月
４
日
（
土
）
午
後
６
時
〜

下
関
市
彦
島
西
山
町
５
︲
２
︲
１

天
白
ひ
ら
こ
し
（
ふ
く
楽
舎
）

（
０
９
０
・
４
６
５
２
・
５
０
２
８
）
原

■
「
萩
焼　

岡
田
泰　

作
陶
展
」

平
成
30
年
１
月
18
日（
木
）〜
23
日（
火
）

山
口
市
中
市
町
３
︲
３

山
口
井
筒
屋　

５
階
催
場

（
０
８
３
・
９
０
２
・
１
１
１
１
）

■
明
倫
学
舎
「
萩
・
１
９
８
０
年　

写

真
展
」

　

１
９
８
０
年
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
オ

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
誌
の
依
頼
に
よ
り
萩
に

滞
在
し
た
米
国
の
写
真
家
サ
ム
・
エ
イ

ベ
ル
、
選
り
す
ぐ
り
の
作
品
を
集
め
た

写
真
展
。
11
日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら

エ
イ
ベ
ル
氏
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
。

11
月
３
日
（
金
）
〜
19
日
（
日
）

萩
・
明
倫
学
舎
本
館
２
階

（
問
）
明
倫
学
舎

（
０
８
３
８
・
２
１
・
２
０
１
８
）

■
彩
陶
庵
「
濱
野
由
美
フ
ェ
ル
ト
作
品

展
」

　

防
府
市
在
住
の
フ
ェ
ル
ト
作
家
の
帽

子
、
手
袋
、
バ
ッ
グ
な
ど
カ
ラ
フ
ル
で

あ
っ
た
か
ウ
ー
ル
の
個
展
。

11
月
25
日
（
土
）
〜
12
月
３
日
（
日
）

山
口
県
関
係

東
北
地
区

萩
市
関
係

山
田
稔
（
山
口
県
立
山
口
博
物
館
学
芸

課
長
）

Ａ
５
版 

62
ペ
ー
ジ 

６
２
０
円
（
税
込
）

　

絵
師
と
し
て
の
才
能
を
発
揮
し
、
生

前
の
松
陰
の
肖
像
を
描
い
た
松
浦
松
洞

の
代
表
作
「
吉
田
松
陰
自
賛
肖
像
」
を

中
心
に
、
生
涯
と
画
業
を
豊
富
な
図
版

と
共
に
振
り
返
る
。

海
原
徹
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）

Ａ
５
版 

86
ペ
ー
ジ 

６
２
０
円
（
税
込
）

　

官
営
長
崎
造
船
局
の
初
代
局
長
に
就

任
し
、
日
本
の
造
船
業
の
近
代
化
に
貢

献
し
た
渡
辺
蒿
蔵
が
、
松
陰
先
生
や
松

下
村
塾
に
つ
い
て
雄
弁
に
語
っ
た
三
つ

の
聞
き
書
き
を
解
説
。

一
般
社
団
法
人 

萩
も
の
が
た
り

☎
０
８
３
８
・
２
５
・
３
２
３
３

申
し
込
み

55
最
後
の
門
下
生

渡
辺
蒿
蔵
が
語
る
松
下
村
塾

萩
も
の
が
た
り
秋
の
新
刊

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
シ
リ
ー
ズ

■
販
売
所　

お
い
で
ま
せ
山
口
館
（
東

京
）、文
榮
堂
書
店
、明
屋
書
店
Ｍ
Ｅ
Ｇ

Ａ
大
内
店
（
山
口
市
）、明
屋
書
店
厚
狭

店
（
山
陽
小
野
田
市
）、萩
・
明
倫
学
舎
、

萩
博
物
館
等

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

萩
市
呉
服
町
３
︲
１　

彩
陶
庵
ロ
フ
ト

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
１
０
）

■
講
演
会
「
戊
辰
１
５
０
年
の
会
津
人

の
思
い
」

　

長
州
と
会
津
の
友
好
を
考
え
る
会
の

主
催
に
よ
り
、
福
島
県
会
津
若
松
市
の

歴
史
文
化
施
設
「
会
津
藩
校
日
新
館
」

館
長
の
宗
像
精
た
だ
し

氏
（
84
歳
）
の
講
演

が
行
わ
れ
る
。

11
月
26
日
（
日
）
午
後
10
時
〜

松
陰
神
社
・
立
志
殿
（
入
場
無
料
）

（
問
）
会
長　

山
本
貞
壽

（
０
９
０
・
８
７
１
５
・
６
１
１
０
）

■
萩
博
物
館
企
画
展

没
後
１
０
０
年
記
念
「
日
本
工
学
の
父

山
尾
庸
三
」

　

平
成
28
年
、
長
州
フ
ァ
イ
ブ
の
１
人

で
あ
る
山
尾
庸
三
の
子
孫
の
山
尾
家
か

ら
、
萩
市
へ
山
尾
庸
三
の
遺
品
な
ど
約

１
０
０
０
点
に
の
ぼ
る
資
料
が
寄
贈
さ

れ
た
。
没
後
１
０
０
年
を
記
念
し
、
資

料
の
一
部
を
初
公
開
す
る
。

９
月
16
日
（
土
）
〜
12
月
３
日
（
日
）

「
萩
の
鉄
道
こ
と
は
じ
め
」

　

日
本
の
鉄
道
の
父
・
井
上
勝
を
は
じ

め
と
し
た
鉄
道
技
術
者
や
時
刻
表
創
刊

者
な
ど
、
萩
ゆ
か
り
の
人
々
が
鉄
道
を

通
じ
て
日
本
の
近
代
化
に
貢
献
し
た
。

12
月
16
日
（
土
）
〜
平
成
30
年
４
月
８

日
（
日
）

年
中
無
休
（
年
末
年
始
も
開
館
）

萩
博
物
館（

０
８
３
８
・
２
５
・
６
４
４
７
）

■
萩
陶
芸
家
協
会
設
立
25
周
年
記
念
展

吉
田
松
陰
肖
像
画
の
絵
師

松
浦
松
洞

56
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長
岡
忠
孝　
　
　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

福
永
保
夫　
　
　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

中
野
タ
カ
子　
　
（
東
京
都
武
蔵
野
市
）

品
川
敏
行　
　
　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

船
越
正
生　
　
　
　
（
福
岡
県
福
岡
市
）

有
延
良
江　
　
　
　
（
福
岡
県
福
岡
市
）

小
林
智
恵　
　
　
　
（
福
岡
県
福
岡
市
）

佐
藤
幸
子　
　
　
　
（
福
岡
県
福
岡
市
）

原
口
伸　
　
　
　
　
（
福
岡
県
福
岡
市
）

㈲
松
陰
堂
印
刷
所　
　
　
　
　
（
萩
市
）

辻
本
満
寿
子　
　
（
福
岡
県
北
九
州
市
）

吉
武
和
子　
　
　
　
（
福
岡
県
福
岡
市
）

上
村
輝
夫　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

河
野
榮
美
子　
　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

岩
崎
稔
生　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

山
根
昌
浩　
　
　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

柴
田
利
道　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

下
瀬
昌
巳　
　
　
　
　
　
　
（
宇
部
市
）

豊
田
和
正　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

（
８
月
21
日
〜
10
月
20
日　

19
人
）

•
秋
は
高
校
同
窓
会
の
シ
ー
ズ
ン
。
10

月
14
日
、
つ
ば
き
会
本
部
総
会
で
は
弘

中
副
知
事
が
工
業
高
校
同
窓
生
と
し
て
、

ま
た
来
賓
と
し
て
あ
い
さ
つ
。
10
月
28

日
、
東
京
指
月
会
で
は
創
立
50
周
年
記

念
と
し
て
元
宮
内
庁
長
官
の
羽
毛
田
信

吾
氏
が
講
演
。
萩
か
ら
は
住
吉
神
社
お

船
謡
保
存
会
が
特
別
出
演
。

（
広
報
特
別
参
与　

山
本
）

編
集
後
記　

「
茶
陶
の
現
在
ー
２
０
１
８
萩
」

　

萩
陶
芸
家
協
会
所
属
の
陶
芸
家
約
80

人
の
茶
陶
の
ほ
か
、
桃
山
か
ら
現
代
ま

で
の
楽
焼
、
唐
津
焼
な
ど
を
展
示
。

12
月
２
日
（
土
）
〜
平
成
30
年
１
月
８

日
（
月
・
祝
）

入
場
料　

無
料

関
連
行
事
と
し
て
、
谷
晃
氏
（
京
都
・

野
村
美
術
館
館
長
）
に
よ
る
記
念
講
演

会
（
12
月
９
日
（
土
）　

午
後
１
時
〜
）、

萩
香
合
コ
ン
ク
ー
ル
（
会
期
中
展
示
）。

文
化
事
業
と
し
て
、ウ
イ
ン
タ
ー
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
（
開
館
中
の
毎
週
土
・
日

曜
日
と
休
日
）。

年
末
年
始
の
休
館
日　

12
月
25
日
〜
平

成
30
年
１
月
１
日

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

（
０
８
３
８
・
２
４
・
２
４
０
０
）

■
萩
し
ー
ま
ー
と
「
年
末
お
魚
市
」

　

真
鯛
や
ブ
リ
・
ア
ワ
ビ
・
フ
グ
な
ど

年
末
年
始
用
の
魚
介
を
お
求
め
の
お
客

で
賑
わ
い
ま
す
。
イ
リ
コ
の
つ
か
み
取

り
や
、
新
鮮
朝
市
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
ど
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
好
評
で
す
。

12
月
27
日
（
水
）
〜
31
日
（
日
）
午
前

９
時
〜

道
の
駅
・
萩
し
ー
ま
ー
と

（
０
８
３
８
・
２
４
・
４
９
３
７
）

■「M
ari K

im
ura:M

ugic in H
ues

」

　

木
村
ま
り
の
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
と
納

冨
晋
の
青
萩
作
品
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
写

し
出
し
、
音
と
映
像
の
コ
ラ
ボ
。
木
村

ま
り
と
納
冨
晋
の
ト
ー
ク
も
あ
り
。

11
月
６
日
（
月
）
午
後
８
時
〜

509A
tlanticA

ve　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン

R
O

U
L

E
T

T
E

（
会
場
）

■「
天
空
と
大
海
、青
の
躍
動（m

aking 
of A

o-H
agi

）」

　

納
冨
晋
の
作
品
展
示
と
木
村
ま
り
の

バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
、
タ
イ
ル
画
作
家
・

白
須
純
に
よ
る
講
演
。

11
月
８
日
（
水
）
午
後
６
時
30
分
〜

145W
est 57thS

treet

ニ
ュ
ー
ヨ
ー

クニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
ク
ラ
ブ　

２
階

ロ
ー
ズ
ル
ー
ム
（
会
場
）

（
問
）
納
冨
晋
（
萩
市
山
田　

納
冨
鳥

雲
窯　

０
８
３
８
・
２
２
・
５
８
２
２
）

■
図
録
「
没
後
１
０
０
年
記
念
企
画
展

日
本
の
工
学
の
父　

山
尾
庸
三
」

　

企
画
展
で
展
示
さ
れ
た
全
資
料
と
解

説
を
掲
載
。

Ａ
４
版 

88
ペ
ー
ジ
、１
０
０
０
円（
税
込
）

販
売
場
所　

萩
博
物
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

シ
ョ
ッ
プ

■
「
山
尾
家
と
山
尾
庸
三
」
伝
記
復
刻

版
　

日
本
外
交
協
会
萩
支
部
が
、
山
尾
庸

三
没
後
１
０
０
年
記
念
に
あ
わ
せ
、
平

成
27
年
に
初
版
を
制
作
後
、
新
た
な
資

料
に
よ
り
増
補
改
訂
し
た
伝
記
復
刻
版

を
発
行
。

（
問
）
事
務
局　

須
子
義
久

（
０
９
０
・
４
６
５
１
・
８
１
３
１
）

■
図
録
「
浦
上
父
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

引
き
継
が
れ
る
コ
レ
ク
タ
ー
魂
」

　

９
月
９
日
〜
10
月
22
日
に
、
岐
阜
県

現
代
陶
芸
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
。
萩

市
出
身
の
浦
上
敏
朗
氏
が
山
口
県
立
萩

美
術
館
・
浦
上
記
念
館
に
寄
贈
し
た
浮

世
絵
と
東
洋
陶
磁
、
長
男
で
東
京
・
日

本
橋
の
「
浦
上
蒼
穹
堂
」
店
主
で
あ
る

浦
上
満
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
北
斎
漫

画
」
や
古
鏡
な
ど
の
優
品
を
紹
介
。

定
価　

２
０
０
０
円
＋
送
料

（
問
）岐
阜
県
現
代
陶
芸
美
術
館
（
多
治

見
市
東
町
４
︲
２
︲
５　

０
５
７
２
・

２
８
・
３
１
０
０
）

出
版
情
報

■
映
画
「
八
重
子
の
ハ
ミ
ン
グ
」

東
京
都　

飯
田
橋
ギ
ン
レ
イ
ホ
ー
ル　

11
月
18
日
（
土
）〜
、兵
庫
県　

豊
岡
劇

場　

11
月
11
日
（
土
）〜
、高
知
県　

高

知
あ
た
ご
劇
場　

11
月
25
日
（
土
）〜
、

熊
本
県　

本
渡
第
一
映
劇　

11
月
４
日

（
土
）〜
、沖
縄
県　

シ
ネ
マ
パ
レ
ッ
ト

11
月
４
日
〜

■
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
一
（
全
国
放
送
）

「
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢
」

　

ゲ
ス
ト
歌
手
に
千
昌
夫
と
水
森
か
お

り
を
リ
ー
ダ
ー
に
迎
え
、地
域
の
男
性
・

女
性
の
グ
ル
ー
プ
対
抗
で
、
故
郷
の
良

さ
を
自
慢
す
る
。

放
送
予
定　

平
成
30
年
１
月
６
日（
土
）

「
ふ
る
さ
と
自
慢
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

ゲ
ス
ト
歌
手
２
人
の
歌
謡
シ
ョ
ー
。

放
送
予
定　

平
成
30
年
１
月
13
日（
土
）

い
ず
れ
も
午
後
４
時
５
分
〜
４
時
55
分

■
第
５
回
「
萩
・
幕
末
維
新
検
定
」

　

幕
末
・
明
治
維
新
に
関
し
、
萩
ゆ
か

り
の
人
物
や
歴
史
等
を
学
ぶ
「
萩
・
幕

末
維
新
検
定
」
の
申
込
受
付
中
で
す
。

　

明
治
維
新
１
５
０
年
の
記
念
の
年
と

な
る
今
回
の
検
定
を
も
っ
て
最
後
と
な

り
、
初
め
て
の
方
も
上
級
・
師
範
コ
ー

ス
に
挑
戦
で
き
ま
す
。

•
検
定
日　

平
成
30
年
２
月
18
日（
日
）

午
前
10
時
〜
、
萩
・
明
倫
学
舎
ほ
か

•
コ
ー
ス　

初
級
・
入
門
コ
ー
ス
、
中

級
・
門
下
生
コ
ー
ス
、
上
級
・
師
範
コ
ー

米
　
国

ス
（
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

•
申
込
受
付　

11
月
１
日
〜
平
成
30
年

１
月
26
日

（
問
）
萩
市
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推
進

課
（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
２
９
０
）

■
大
照
院
本
堂
・
経
蔵
の
保
存
修
理

　

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
大
照
院
本
堂
と
経
蔵
の
保
存
修
理
が

終
了
、11
月
４
日
に
竣
工
式
が
行
わ
れ

る
。約
７
年
が
か
り
の
修
復
を
終
え
、本

堂
は
１
７
５
０
年
代
の
再
建
当
時
の
姿

を
取
り
戻
す
。来
年
４
月
に
落
慶
法
要

が
行
わ
れ
、そ
の
後
一
般
公
開
と
な
る
。

①
自
然
薯
む
か
ご（
１
５
０
㌘
入
２
袋
）

を
10
名
様

②
図
録
「
没
後
１
０
０
年
記
念
企
画
展

日
本
の
工
学
の
父　

山
尾
庸
三
」
を
２

名
様

■
応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
品
名
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
近
況
等
を
明
記
の

う
え
、
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
プ
レ
ゼ

ン
ト
係
ま
で
。
11
月
30
日
必
着
。

映
画
・
ラ
ジ
オ
情
報

お
知
ら
せ

プ
レ
ゼ
ン
ト
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グランプリ「HAKAMA WALK」
池部優生（萩市）

２０１7 着物フォトコンテスト

■販売・問い合わせ
　マシヤマ印刷（萩市椿3732-7）　☎０８３８・２２・１１０３

10 月 1 日〜 22 日まで開催した「着物ウィーク in 萩プレミアム」
の着物フォトコンテスト。応募総数 162 点の中から 6 点が入賞。

全国のネットワーク会員に、年6回隔月で郵送
発行月　1・3・5・7・9・11月号

（1994年10月創刊）
会費　一般2,000円、特別賛助10,000円
会員数　1,700人

ふるさと情報紙「萩ネットワーク」
萩ネットワーク協会　☎0838・25・3178

12月31日（日）まで
◇古地図でめぐる萩まるごとクーポン
11月３日（金・祝）8:00〜
◇江崎定置網朝市
11月３日（金・祝）9:15〜
◇須佐ふるさとまつり
11月３日（金・祝）9:30〜
◇福栄ふるさとまつり

11月11日（土）、12日（日）10:00〜
◇萩ふるさとまつり

11月12日（日）12:00〜
◇萩時代まつり（パレード）
11月19日（日）9:30〜
◇萩往還ささなみおいでん祭
11月25日（土）〜平成30年１月５日（金） 

17：30〜22：00　
◇萩イルミネフェスタ
12月10日（日） 10:00〜
◇萩城下町マラソン

萩市観光協会　☎0838・25・1750
ントカレンダ−べイ

江崎漁港市場内

道の駅・ハピネス
ふくえ周辺

中央公園〜
金谷神社

旭活性化セ
ンター周辺

JR萩駅周辺

須佐総合事務所駐車場

中央公園、萩市民館、
田町商店街

萩ウェルネスパーク
（スタート・ゴール）

運行スケジュール

観光列車
「○

ま る ま る

○のはなし」

■運転日　土・日曜日、祝日
■運転区間　［往路］新下関駅（9：
59 発）～下関駅～長門市駅～東萩
駅（12：57 着）

［復路］東萩駅（14：13 発）～仙
崎駅～長門市駅～下関駅～新下関駅

（17：50 着）

三見〜玉江間


